
一
、
石
黒
忠
恵
の
略
歴

た
だ
の
り

つ
れ

た
だ
の
り

忠
恵
は
、
幼
名
庸
太
郎
の
ち
恒
太
郎
。
名
は
忠
應
の
ち
忠
徳
さ
ら
に
忠
曜

と
改
均
号
は
況
斎
。
弘
化
二
年
、
奥
州
伊
逹
那
梁
川
に
代
官
手
代
平
野

（
本
姓
石
黒
）
川
作
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
刀
延
元
年
越
後
片
貝
村
に

移
り
、
伯
父
石
黒
定
一
郎
の
家
を
継
い
で
石
黒
姓
を
名
乗
る
。
医
に
志
し
、

元
治
元
年
江
戸
の
柳
見
仙
に
入
門
し
て
医
学
・
洋
学
を
修
学
、
つ
い
で
慶
応

元
年
医
学
所
に
入
学
し
、
同
四
年
卒
業
の
後
、
医
学
所
句
読
師
と
な
る
。

明
治
二
年
、
大
学
束
校
に
出
仕
し
、
大
学
少
助
教
と
な
る
。
同
四
年
、
松

本
良
順
の
勧
め
に
従
っ
て
東
校
を
退
き
兵
部
省
軍
医
寮
に
出
任
し
、
六
年
、

一
等
軍
医
正
に
任
ぜ
ら
れ
、
佐
預
の
乱
、
西
南
戦
争
に
従
軍
す
る
。
十
二
年

東
京
大
学
医
学
部
綜
理
心
得
と
な
る
。
翌
十
三
年
陸
軍
軍
医
朧
、
軍
医
本
部

次
長
と
な
り
、
軍
医
制
度
の
創
設
に
従
事
。
二
十
一
年
軍
医
学
校
長
、
二
十

三
年
陸
軍
軍
医
総
監
、
陸
軍
医
務
局
長
に
進
み
、
日
清
戦
争
の
際
に
は
野
戦

衛
生
長
官
を
勤
め
る
。
三
十
四
年
予
備
役
に
洲
入
さ
れ
、
翌
年
貴
族
院
議
員

に
勅
選
さ
れ
、
ま
た
中
央
衛
生
会
会
長
、
薬
局
方
調
査
会
長
に
選
出
さ
れ
る
。

大
正
六
年
日
本
赤
十
字
社
長
に
就
任
、
同
九
年
枢
密
院
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
、

子
爵
を
賜
わ
る
。
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
六
日
、
享
年
九
十
七
歳
で
死
去
し

、
塩
右
は
主
に
側
著
『
懐
旧
九
十
年
』
（
器
波
文
庫
）
に
拠
る
略
歴
で
あ
る
。

石
黒
忠
恵
の
書
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
六
）

池
田
文
書
研
究
会

二
、
忠
忠
と
謙
斎
と
の
関
わ
り

職
歴
の
交
差
か
ら
み
て
両
者
の
関
わ
り
は
極
め
て
緊
密
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
後
年
到
達
し
た
地
位
か
ら
ゑ
て
謙
斎
よ
り
忠
哩
が
職
務
上
上
位

に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
逆
で
あ
る
。
謙
斎
が
い
ち
早
く

明
治
二
年
七
月
大
学
大
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
忠
恵
は
翌
三
年
大

学
少
助
教
に
と
ど
ま
り
、
明
治
九
年
謙
斎
が
陸
軍
軍
医
監
に
任
ぜ
ら
れ
た
の

に
対
し
て
、
忠
忠
が
軍
医
朧
に
な
っ
た
の
は
四
年
遅
れ
て
十
三
年
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
十
年
謙
斎
が
東
京
大
学
医
学
部
総
仰
庭
任
ぜ
ら
れ
た
の
に
対
し

て
、
忠
恵
は
二
年
後
の
十
二
年
に
医
学
部
総
理
心
得
と
し
て
謙
斎
を
補
佐
す

る
任
に
つ
く
な
ど
、
四
歳
年
長
の
諏
斎
が
終
始
先
輩
椎
と
し
て
職
務
上
常
に

上
位
に
立
っ
て
い
る
。
忠
息
が
軍
医
総
監
と
な
っ
た
時
も
、
謙
斎
は
軍
医
監

を
辞
め
後
備
役
と
な
っ
た
あ
と
で
あ
り
、
忠
息
が
上
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
な

忠
恵
は
川
腺
有
朋
ｌ
松
本
良
順
と
い
う
強
力
な
人
脈
を
背
景
に
著
し
く

国
家
主
義
的
な
耶
医
制
度
・
医
学
教
育
制
度
の
確
立
に
行
政
官
と
し
て
辣
腕

を
振
っ
た
。
「
懐
旧
九
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
年
か
ら
三
十
年
に
至
る
間

の
医
事
衛
生
に
関
す
る
新
制
度
制
定
案
の
作
成
に
は
必
ず
、
長
与
専
斎
、
石

黒
忠
膠
、
高
木
兼
寛
男
、
長
谷
川
泰
、
三
宅
秀
ら
が
順
番
に
私
宅
に
会
し
て

熟
談
の
上
成
案
し
、
の
ち
公
に
し
て
定
め
た
と
い
う
が
、
こ
こ
に
謙
斎
の
名

が
見
え
な
い
の
は
、
両
者
の
、
微
妙
な
肌
合
い
や
役
割
の
違
い
を
窺
わ
せ
る
。

三
、
忠
恵
の
書
簡

全
四
六
通
を
数
え
る
が
、
独
特
な
筆
跡
で
「
池
川
文
書
」
の
中
で
も
最
も
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忠
恵
が
陸
軍
軍
医
部
か
ら
医
学
部
に
本
務
を
移
し
た
事
情
は
、
『
懐
旧
九

十
年
』
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
医
学
部
の
事
情
で
、
副
綜
理
の
長
与
専
斎
の
本
務

・
内
務
省
衛
生
局
長
が
多
忙
の
た
め
、
そ
の
代
り
と
し
て
忠
恵
が
招
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
軍
医
部
の
内
情
と
し
て
松
本
軍
医
総
監

が
そ
の
職
を
林
研
海
に
譲
ろ
う
と
す
る
時
期
で
、
研
海
と
忠
恵
の
仲
が
不
和

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
專
斎
宛
の
書
簡
四
五
六
は
こ
の

状
況
を
背
景
に
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

忠
恵
の
医
学
部
時
代
の
業
績
と
し
て
自
ら
挙
げ
て
い
る
も
の
に
次
の
諸
件

判
読
に
苦
し
む
書
簡
に
属
す
る
。
二
通
（
長
与
専
斎
・
加
藤
弘
之
宛
各
一
通
）

を
除
き
四
四
通
は
す
べ
て
謙
斎
宛
で
あ
る
。
消
印
を
含
め
て
年
記
の
明
記
さ

れ
た
も
の
は
六
通
に
す
ぎ
な
い
が
、
内
容
か
ら
大
半
は
お
よ
そ
の
年
代
の
見

当
が
つ
く
。
最
も
早
い
も
の
は
、
明
治
九
年
（
推
定
）
の
書
簡
一
二
七
○
で

謙
斎
の
軍
医
監
任
用
に
と
も
な
う
履
歴
書
提
出
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
最

後
は
明
治
四
十
一
年
の
コ
ッ
ホ
博
士
歓
迎
会
案
内
状
、
書
簡
一
二
六
九
で
あ

る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
次
の
三
つ
の
部
類
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
東
京
大
学
医
学
部
関
係
三
四
通

Ｂ
陸
軍
軍
医
部
・
侍
医
局
関
係
一
○
通

Ｃ
そ
の
他
二
通

Ａ
の
東
京
大
学
医
学
部
関
係
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
七
四
％
を
占
め

て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
大
半
は
、
明
治
十
二
年
忠

恵
が
文
部
省
御
用
掛
、
東
京
大
学
医
学
部
総
理
心
得
と
し
て
謙
斎
の
下
に
出

仕
す
る
前
夜
か
ら
の
約
二
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。
明
治
十
四
年
六
月
、
大

学
の
改
革
に
よ
っ
て
謙
斎
が
医
学
部
を
去
っ
て
か
ら
の
も
の
は
当
然
激
減
し

て
い
る
。

が
あ
る
。
他
の
三
学
部
に
さ
き
が
け
た
医
学
士
の
学
位
授
与
の
実
行
、
卒
業

生
の
官
費
留
学
の
実
施
、
医
学
部
の
縦
覧
公
開
お
よ
び
招
待
夜
会
の
開
催
、

参
考
書
籍
等
の
充
実
な
ど
。
こ
の
間
の
書
簡
の
節
々
に
当
時
三
十
歳
代
の
忠

恵
の
旺
盛
な
主
導
ぶ
り
が
に
じ
象
出
て
い
る
。
諜
簡
四
四
六
、
四
四
三
、
四

四
二
は
明
治
十
五
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
謙
斎
が
去
っ
た
あ
と
、
医

学
部
で
や
や
孤
立
し
て
、
辞
表
を
提
出
し
た
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
軍
医
部
之
鋼
銭
石
黒
医
学
部
に
て
底
車
そ
真
鋪
と
申
位
に
て
技
価
未
だ
相

尽
し
不
申
候
」
と
心
中
を
打
ち
明
け
て
い
る
。
忠
恵
は
こ
れ
以
降
、
医
学
部

を
兼
務
と
し
、
本
務
を
軍
医
部
に
移
し
て
軍
医
制
度
の
確
立
に
あ
た
る
わ
け

で
あ
る
。

Ｂ
の
書
簡
一
○
通
の
う
ち
一
通
は
前
述
の
二
一
七
○
で
、
こ
れ
を
除
い
た

九
通
は
忠
恵
が
軍
医
部
を
本
務
と
し
、
謙
斎
が
侍
医
局
長
官
あ
る
い
は
侍
医

局
長
と
し
て
官
内
省
に
属
し
て
い
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。

（
遠
藤
正
治
）
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池田文書－石黒忠息書簡 一 覧

鍜謡発信年月日（）内推定発信者名受信哲名備考

(A)東京大学医学部（明治19年～17年）

池田先生閣下熱海入湯

長 ; ﾌ 先生文部之一条

池田総理本 部会 議時 間変 更

池田先生ドクトル試験謝礼

池田先生解剖体之義

池田・三宅先生緒方正規榊淑妹夫

池田先生閣下楠本氏へ熟詔

池 田 謙 藷 殿愛媛県病院之義

池田謙斎様髄ｰｼｰｾｰﾚﾝ

池田先生勝耕剛湘へ醐

池田先生暑中休暇御乞暇

池田謙斎標別封照会

池田先生閣下橋本君二試験為相受

池田老生外科教授之義

欠進藤次郎義

池田先生閣下ヂッセ氏と面会

池田先生別紙布達之義

池田先生御不在中之件

池田先生松原一条

池田先生石黒宇宙治義

池田先生ウイリスー条

池田先生加藤総理邸会議

池田謙壷先生閣下医学部御勤務内示

池田・三宅先生三輪光五郎御申込

加藤総理殿閣下諮荊会医学部監事

池田先生小生身分之義

池田一等侍医文部省御用懸被免度

池田先生閣下小生進退一条従前通

識斎様神内山己縁談

池田先生支那料理招待

池田謙斎様根津五郎右衛門病用

富
ｊ

－
０
９
Ｊ

悪
恵
悪
忠
惑
恵
悪
恵
弱

忠
忠
忠
忠
忠
忠
忠
生
忠
校
忠
忠
忠
忠
忠
生
忠
１

悪
黒
黒
恵
黒
黒
悪
黒
惠
黒
黒
恵
恵
悪
感
黒
啓
恵
黒
恵
恵
黒
黒
黒
黒
黒
恵
悪
黒
黒
く

忠
石
石
忠
忠
石
石
忠
石
忠
石
石
忠
忠
忠
忠
石
於
忠
石
忠
忠
石
石
石
石
石
忠
忠
石
石

1126'r明治(12)年1月5日

2456明治(12)年3月1日

3436明治12年6月13日

4421明沿（12）年7月4日

5 439明浩年3月1 7 H

6438明沿年3月2 2 日

745 9明治年5月22日

8448明治年6月3H

91268明治年6月l5H

lO437明治年7月SL｣

ll4 2 9 明 治 年 8 月2日

124 5 7 明 治 年 9 月6日

13 4 3 0 明 治 年 9 月6日

141271明治年12月23日

15 4 6 0 明 治 年 月5日

16458明治(13)年2月28日

17429明治(13)年10月23日

18454明治年1月15H

l9441明治年1月18日

2〔1428明ｼ台年3月2日

21435明治(14)年1月15日

22431明治(14)年7月7日

23442明治14年8月8日

24堀l明治(14)年8月24日

25452明治(14)年8月25日

26“6明治(15)年1月24H

27443明治(15)年3月5日

28422明治(15)年6月3日

29440明治(15)年9月22日

30444明治16年1月14日

31445明治(16)年6月5日
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32433明治l{）年6月14日石黒忠池田様根津一条

33427明治（’7）年7月2G日石黒忠池田先生ベルツ氏帰国贈物

34426明治（’8）年5月31日石黒忠悪池田先生ベルツ氏再渡来雇維

(B)陸軍軍医部（明治9年、明治12年～23年）

351270明治(9)年5月16日忠恵謙斎先生謙斎履歴書々式

36447明淵年1月i7日石黒軍医監池田先生宮内省御局へ出頭

37449明治年1月26日石黒軍医監池田軍医監殿勅験書義被相渡

38432明治年4月22日棡則･畑雌｡A鯏俊･醗蝿池田謙斎様駆繍齢納

39450明浩年6月13日石黒忠悪欠本部集会通知

40453明治年10月10日石黒忠悪池田先生少佐田島父病用

41423明治年11月30日石黒軍医監池田軍医監殿明日指冤

42455明消(19)年7月28日石黒生池田先生福原少将病用

43424明治年9月13日石黒医務局次長池田侍医局長官蝿一穂鍬贈

“425明治（23）年10月13日石黒軍医惣監池田侍医局長殿第一回日本医学会

(C)その他（明治37年、41年）

45434明治37年6月4日忠悪池田男爵殿ちまき御礼

461269明治41年5月1日石黒忠悪池田識斎殿コッホ博士観迎会按

第
一
一
一
六
七
号
文
書
石
黒
忠
忠
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

池
田
先
生
閣
下

新
年
之
御
慶
奉
拝
賀
候
、
さ
て
昨
年
は
御
盛
頂
二
相
成
候
上
年
末
二
は
珍

品
拝
贈
難
有
奉
拝
謝
候
、
実
は
年
替
又
年
頭
と
も
参
堂
可
為
拝
筈
之
処
、

例
之
膀
胱
加
答
児
不
宣
為
二
一
月
早
を
よ
り
熱
海
入
湯
之
次
第
為
二
乍
不

本
意
参
堂
不
任
候
条
御
海
容
奉
願
候
、
何
れ
本
月
之
末
二
も
帰
京
御
詫
可

申
上
候
得
共
、
何
分
本
日
今
季
端
候
間
不
取
敢
以
書
中
一
寸
申
上
候
、
○
、

（
一
）

当
地
二
は
伊
藤
卿
其
他
貴
紳
充
満
小
生
は
小
林
義
直
と
両
人
に
て
一
小
屋

（
一
一
）

’
一
閉
居
且
浴
且
読
（
左
程
上
達
も
セ
マ
イ
ガ
）
罷
在
候
、
司
馬
凌
海
も
去

年
よ
り
相
越
居
重
症
と
之
事
二
付
早
々
相
尋
候
処
、
削
痩
有
之
常
日
之
凌

海
二
あ
ら
ず
候
、
五
一
一
致
落
涙
候
、
本
日
頃
は
少
を
宜
敷
床
を
出
且
話
且

咳
候
得
共
到
底
鬼
伴
と
被
察
候
、
病
は
慢
性
肺
炎
之
由
一
一
候
、
先
は
申
訳

劣
申
上
度
時
気
御
自
愛
奉
祷
候
、
忠
惠
頓
首
再
拝
、

（
一
二
）一

月
五
日
黄
昏
害

御
届
ヶ
上
候
間
御
入
手
奉
願
候
、

（
一
）
小
林
義
直
…
怖
後
福
山
藩
士
、
弘
化
元
年
八
月
備
後
深
安
郡
野
上
村
に
生
ま

れ
、
滞
医
寺
池
強
平
に
つ
い
て
伽
学
を
学
ぶ
・
大
学
束
校
お
よ
び
文
部
術
に

出
仕
し
た
。
明
治
三
十
八
年
八
月
六
日
本
郷
西
片
町
に
没
、
享
年
六
十
二
。

（
二
）
司
馬
凌
海
…
天
保
十
年
佐
渡
に
生
ま
れ
、
の
ち
医
者
を
志
し
て
松
本
良
甫
、

良
順
、
ボ
ン
。
へ
、
佐
藤
泰
然
ら
に
学
ぶ
。
明
治
元
年
医
学
校
三
等
教
授
、
ウ

ィ
リ
ス
の
通
訳
と
な
る
。
文
部
省
、
宮
内
省
に
出
仕
し
、
の
ち
官
を
辞
し
愛

知
県
病
院
医
学
教
師
と
な
る
。
ま
た
私
塾
春
風
社
を
創
立
し
て
独
乙
糾
を
教

池
田
文
書
の
研
究
（
六
）
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第
四
五
六
号
文
書
石
黒
忠
悪
書
状
長
与
専
斎
宛
〔
遠
藤
〕

追
て
山
西
両
卿
よ
り
一
言
御
噺
無
之
而
は
何
分
少
々
難
出
情
二
御
諒

察
匁
々
不
悪
奉
願
候

昨
夜
も
奉
頼
上
候
御
致
政
別
二
御
指
支
不
被
為
入
候
哉
と
存
候
、
陳
は
明

後
三
日
大
政
官
へ
参
上
私
木
日
被
達
越
、
右
は
文
部
之
一
条
二
可
有
之
と

奉
存
候
、
然
ル
処
其
後
林
氏
よ
り
一
応
御
話
有
之
而
已
に
て
、
兼
て
申
上

置
候
通
山
県
西
郷
等
之
閣
下
よ
り
は
ま
た
候
何
と
も
御
噺
無
之
、
且
又
近

日
他
よ
り
之
風
聞
に
て
は
該
校
長
被
官
を
被
相
望
候
人
も
多
分
有
之
候
故

第
次
へ
先
日
も
御
申
上
置
候
通
り
該
校
へ
相
加
候
と
も
小
生
二
於
て
は
別

に
有
益
許
と
も
無
之
要
々
損
失
之
上
御
存
之
殿
御
投
火
は
必
然
二
付
先
は

来
ル
三
日
は
御
用
召
も
病
気
二
付
全
快
次
第
可
致
出
頭
と
申
立
御
差
出
置

申
候
、
萬
を
参
上
可
奉
申
上
度
処
、
今
日
は
無
拠
調
物
有
之
明
日
参
上
候

て
も
万
一
御
留
守
二
て
も
候
〈
、
と
被
案
此
段
申
上
置
候
、
尚
参
上
し
寛

を
可
奉
申
上
心
得
に
候
也
、

（
一
）三

月
一
日
夜
石
黒
忠
拝

（
一
一
）

長
与
先
生侍

吏

授
し
た
。
明
治
十
二
年
三
月
十
一
日
没
、
享
年
四
十
一
・

（
三
）
前
注
よ
り
、
凌
海
没
年
の
明
治
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
一
）
忠
晦
が
東
京
大
学
医
学
部
絲
理
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
る
直
前
の
書
簡
で
明
治
十

二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
長
与
：
・
長
与
専
斎
は
明
治
十
年
四
月
よ
り
十
二
年
ま
で
東
京
大
学
医
学
部
綜

理
心
得
。

第
四
一
一
一
六
号
文
書
石
黒
忠
蔭
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

本
部
会
議
明
十
四
日
午
後
第
三
時
ヨ
リ
相
始
候
趣
過
斉
申
上
置
候
得
共
、

都
合
ニ
依
り
明
日
午
後
第
五
時
ヨ
リ
相
始
可
申
候
条
、
此
殿
御
通
知
い
た

し
候
也
、明

治
十
二
年
六
月
十
三
日

石
黒
忠
恵

池
田
総
理
殿

（
封
簡
表
）

（
封
荊
典
）

池
川
総
理
殿
石
黒
忠
懲

（
東
京
大
学
医
学
部
用
罫
紙
を
使
用
）

第
四
一
二
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）

ド
ク
ト
ル
試
験
相
済
候
、
生
徒
一
同
に
て
教
師
江
為
謝
礼
何
欺
進
度
素
志

之
由
、
就
て
は
右
は
品
物
之
方
宜
敷
も
の
二
候
哉
、
又
は
饗
宴
之
方
よ
ろ

し
き
も
の
に
候
哉
、
品
物
は
不
気
分
二
候
共
一
度
饗
宴
之
上
品
物
差
遣
候

方
可
然
哉
と
時
今
間
合
二
成
候
へ
共
、
生
も
不
相
慣
礼
式
二
付
内
を
尊
意

相
伺
度
候
也
、

（
一
一
）

七
月
四
日
忠
哩

池
田
先
生

迫
て
明
五
日
は
少
左
事
故
有
之
候
間
一
日
休
晦
奉
願
候
、

（
一
）
ド
ク
ト
ル
試
験
…
明
治
十
一
年
十
二
月
文
部
省
か
ら
東
京
大
学
に
学
位
授
与

権
が
与
え
ら
れ
た
の
に
伴
う
学
士
の
学
位
試
験
。
医
学
部
で
は
他
の
三
学
部

に
さ
き
が
け
、
十
二
年
四
月
二
日
に
実
施
。
明
治
十
二
年
七
月
に
第
一
回
の
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第
四
一
一
一
八
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
・
三
宅
秀
宛
〔
遠
藤
〕

小
生
義
本
日
於
軍
医
本
部
当
番
有
之
候
間
不
参
仕
候
、
さ
て
緒
方
正
規
は

榊
淑
妹
夫
之
由
に
て
榊
沙
宅
へ
之
は
か
き
同
人
父
方
差
越
候
間
、
呈
高
覧

候
、
場
合
よ
り
一
年
間
支
給
之
件
も
水
泡
一
一
帰
遺
憾
成
事
二
候
、
右
中
上

度
候
、
早
く

第
四
一
一
一
九
号
文
書
石
黒
忠
恩
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）

解
剖
体
之
義
に
付
田
口
非
常
之
骨
折
に
て
略
談
合
も
行
届
功
能
も
相
見
候
、

右
一
一
付
囚
獄
医
と
之
約
束
之
荒
増
可
申
上
と
出
頭
候
処
、
御
出
無
之
二
付

引
取
申
候
、
い
さ
い
服
部
先
生
へ
申
上
置
候
間
、
同
君
な
り
又
〈
田
口
よ

り
懸
り
な
り
御
聞
取
可
被
下
候
、
一
、
右
饗
応
其
外
〈
田
口
も
自
費
支
出

居
候
間
、
百
円
御
渡
願
出
候
間
、
丸
懸
リ
被
渡
度
と
西
郷
へ
申
置
候
へ
共
、

尚
御
一
答
可
被
下
候
、

（
一
一
）

三
月
十
七
日

忠

池
田
先
生

（
一
）
田
口
・
・
由
口
和
美
、
医
学
校
の
解
剖
学
教
授
。
明
治
二
年
頃
、
医
学
校
の
解

剖
学
の
材
料
に
す
る
た
め
刑
死
者
の
屍
体
を
忠
恵
と
田
口
と
が
司
法
当
局
と

か
け
合
い
貰
い
受
け
た
。
こ
の
と
き
最
初
に
医
学
校
に
迎
え
ら
れ
た
屍
体
六

体
の
う
ち
一
つ
は
米
沢
藩
の
雲
井
龍
雄
の
刑
屍
体
で
あ
っ
た
。

（
二
）
前
注
よ
り
明
治
二
年
頃
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、
本
状
は
医
学
部
時
代
の
解
剖

時
で
あ
ろ
う
。

学
位
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

（
二
）
前
注
よ
り
明
治
十
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
八
号
文
書
石
黒
忠
直
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）
（
一
一
）

昨
日
御
噺
御
座
候
愛
媛
県
病
院
之
義
樫
村
桐
原
と
も
協
義
候
処
、
前
之
例

も
有
之
百
三
十
円
に
て
は
如
何
に
可
有
之
欺
、
乍
去
先
当
と
相
談
し
候
義

に
相
成
候
間
、
明
日
否
御
返
答
可
申
上
候
、

一
、
猶
宮
様
来
覧
之
節
之
二
は
別
一
一
鄭
重
二
は
不
及
候
へ
共
、
本
省
長
官

被
誘
引
、
且
又
来
覧
之
時
は
各
部
長
送
迎
丈
ヶ
｜
一
て
他
一
一
随
意
二
も
不
及

と
之
事
一
一
有
之
候
、
尚
来
覧
之
日
時
被
達
候
ハ
上
可
申
上
候
、

（
一
二
）

六
月
三
日

忠
恵

池
田
先
生

硯
北

第
四
五
九
号
文
書
石
黒
忠
唖
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

廿
二
日
第
二
回

今
夕
一
一
は
相
伺
可
申
と
先
刻
申
上
候
処
、
只
今
橋
本
氏
へ
熟
話
之
末
尚
未

た
決
し
兼
候
処
不
申
、
明
日
一
一
モ
橋
本
氏
よ
り
決
し
来
り
候
様
一
一
相
成
居

候
間
、
今
夕
は
不
相
分
い
つ
れ
近
日
前
次
を
伺
置
候
末
、
一
夜
参
上
厚
き

御
配
意
之
御
礼
、
且
は
何
れ
欺
致
し
候
要
点
可
申
上
候
也
、

五
月
廿
二
日

石
黒
忠

午
時

池
田
先
生
閣
下

三
月
廿
二
日

池
田
先
生

三
宅
先
生

アー

イコ
、ヨ
ユニ

ヅ､､､

何二1
Jじ凸、
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第
二
一
六
八
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

昨
日
は
尊
書
拝
調
、
御
発
途
は
幾
日
頃
と
相
成
可
申
や
奉
伺
候
、
恩
召
懸

山
県
公
へ
御
逢
申
候
処
、
老
兄
御
途
を
上
後
は
尿
道
ブ
ー
シ
ー
セ
ー
レ
ソ

之
義
如
何
可
致
や
と
申
事
故
、
小
生
考
二
は
ブ
ー
シ
ー
、
カ
テ
ー
テ
ル
之

（
一
）
（
一
一
）

抑
入
は
三
浦
義
純
と
申
者
大
二
慣
居
手
際
よ
く
、
シ
ュ
ル
ッ
之
や
か
ま
Ｌ

や
も
ブ
ー
シ
ー
カ
テ
ー
テ
ル
ハ
同
人
二
任
せ
置
候
程
故
、
川
人
に
て
も
如

何
二
可
有
之
や
と
申
述
候
処
、
何
一
一
致
せ
池
田
君
へ
相
托
し
Ⅲ
人
三
油
よ

き
と
被
存
候
〈
上
三
浦
へ
、
橘
本
よ
き
と
被
考
候
ハ
上
橋
本
へ
同
人
よ
り

迩
之
事
依
頼
被
致
置
度
段
小
生
方
御
伝
言
申
呉
候
様
被
申
候
一
一
付
申
上
候
、

可
然
相
願
候
、
今
日
午
後
一
寸
可
相
伺
と
は
存
候
へ
共
も
し
や
御
留
守
一
一

相
成
候
訳
又
〈
小
生
不
参
之
節
は
違
候
間
以
害
中
申
上
候
、

一
、
御
病
気
御
大
切
奉
祷
候
、
御
奥
方
之
御
噺
二
は
少
を
肺
カ
タ
ル
之
由
、

呉
々
も
御
加
養
奉
専
念
候
、
兎
角
事
を
省
略
被
成
候
義
專
一
二
奉
愚
案
候
、

一
、
昨
日
は
御
奥
方
御
来
訪
被
下
置
奉
拝
謝
候
、
宜
敷
御
致
伝
奉
願
候
、

六
月
十
五
日
石
黒
忠

（
一
）
樫
村
…
樫
村
清
徳
（
貞
軒
）
、
医
学
所
出
身
で
の
ち
医
学
博
士
。
も
と
米
沢

藩
士
。
東
京
大
学
医
学
部
教
授
。

（
二
）
桐
原
…
桐
原
真
節
、
東
京
大
学
医
学
部
教
授
（
外
科
）
。

（
三
）
明
治
十
二
’
十
四
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町

池
田
謙
斎
殿

親
披

（
封
筒
要
）

本
郷
医
学
部

石
黒
忠
恵

第
四
一
一
一
七
号
文
書
石
黒
忠
忠
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
前
欠
）
右
申
上
度
此
如
申
上
候
也
、

七
月
三
日

忠
恵
拝
啓

池
佃
先
生

迫
て
本
文
之
趣
長
与
君
井
医
事
新
聞
へ
通
知
致
し
候
、
且
又
学
務
課

長
丈
ケ
は
可
相
成
は
単
り
呉
様
御
名
前
に
て
内
状
差
近
可
申
候
也
、

第
四
一
一
九
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

益
御
多
祥
奉
賀
候
、
然
は
暑
中
休
暇
御
取
被
成
候
一
一
付
御
出
張
可
申
旨
拝

承
仕
候
、
小
生
義
も
公
私
相
兼
来
ル
十
六
日
’
休
暇
相
願
手
続
二
相
成
居

候
間
、
其
敷
御
乞
暇
被
下
度
奉
願
候
、
左
候
へ
は
何
れ
も
御
出
張
と
奉
申

上
候
、
右
は
御
手
操
も
可
被
為
在
候
〈
上
早
を
申
上
候
、

八
月
二
日

石
黒
忠

（
一
）
三
浦
義
純
・
・
・
明
治
十
四
年
九
月
か
ら
十
五
年
八
月
ま
で
東
京
大
学
医
学
部
御

用
掛
医
員
。
明
治
十
五
年
六
月
附
属
病
院
管
理
兼
務
。

三
）
シ
ュ
ル
ッ
・
・
・
シ
ュ
ル
ッ
エ
、
降
言
昏
局
．
園
］
〕
ニ
ジ
・
弓
↑
一
八
四
四
年
、
ヘ
ル

リ
ン
に
生
ま
れ
る
。
明
治
七
年
来
日
、
東
京
医
学
校
で
外
科
学
を
講
義
。
明

治
十
一
年
一
旦
帰
国
す
る
が
翌
年
再
来
日
し
前
職
を
つ
ぎ
、
同
十
四
年
四
月

ま
で
在
任
。
明
治
八
年
わ
が
国
に
は
じ
め
て
リ
ス
テ
ル
の
防
腐
療
法
を
導
入

し
た
。
一
九
二
五
年
没
。

池
田
謙
斎
様侍

史
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第
四
一
一
一
○
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

拝
見
検
閲
之
義
一
一
付
候
て
も
奉
拝
承
候
、
当
年
は
序
々
西
国
之
軍
医
亦
来

リ
致
調
査
候
義
も
有
之
候
間
、
御
心
配
被
下
問
敷
候
、
例
年
二
も
試
験
時

節
橋
本
君
不
在
二
て
は
生
徒
之
業
も
可
尽
き
候
間
、
来
年
は
兎
も
角
も
当

年
〈
是
非
橋
本
君
二
試
験
為
相
受
度
心
得
二
存
候
、
右
中
上
候
間
御
案
被

下
問
敷
候
、
右
御
請
申
上
候
也
、

第
四
五
七
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

追
々
先
方
に
て
も
取
急
き
候
由
二
付
明
七
日
朝
迄
一
一
御
返
事
無
御
座

候
〈
は
無
差
支
と
返
書
を
可
申
候
、
此
段
申
渡
候
、

別
封
照
会
に
候
処
、
附
属
病
院
外
科
患
者
は
已
二
桐
原
生
も
引
揚
候
義
一
一

付
誠
一
一
差
支
可
申
、
就
而
は
相
断
可
申
欺
、
又
は
右
留
守
中
桐
原
君
に
相

托
ス
ル
ト
致
し
垂
確
繧
甥
稗
塞
嶬
地
鍵
鵺
も
）
御
軍
之
需
二
応
し
可
申
歎
、
御

（
一
）
（
一
一
）

賢
盧
相
伺
候
、
橋
本
を
拒
否
足
立
永
松
に
て
も
被
致
不
宜
候
而
己
、
猶
更

迷
惑
之
事
と
被
存
候
、
否
御
賢
盧
之
趣
至
急
御
返
書
被
下
度
奉
存
候
也
、

九
月
六
日

石
黒
忠
恩

池
田
謙
斎
様

（
一
）
足
立
・
・
・
足
立
寛
、
明
治
二
年
大
学
東
校
大
助
授
。
明
治
十
四
年
九
月
ｌ
東
京

大
学
医
学
部
教
授
（
外
科
）
と
な
る
。

（
二
）
永
松
…
永
松
東
海
、
明
治
二
年
大
学
東
校
大
助
授
、
明
治
十
四
年
九
月
東
京

大
学
医
学
部
教
授
（
生
理
学
）
と
な
る
。

池
田
先
生

第
二
一
七
一
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

御
登
京
後
代
筆
を
以
て
一
書
相
呈
候
処
、
貴
酬
被
下
奉
拝
読
候
、
益
御
多

祥
奉
賀
候
、
御
留
守
宅
御
無
異
御
安
意
可
被
遊
候
、

（
一
）

一
、
外
科
教
授
之
義
九
鬼
少
輔
殿
へ
懇
請
語
之
詰
候
処
、
他
を
減
候
而
も

可
相
雇
候
間
、
銀
貨
四
百
円
を
目
途
と
し
雇
入
方
大
澤
江
可
申
遣
と
之
差

（
一
一
）

図
一
一
付
早
を
大
澤
へ
申
遣
候
、

（
一
二
）

一
、
進
藤
次
郎
当
十
七
日
帰
邦
、
当
時
は
味
望
も
無
之
候
問
拙
属
へ
入
局

一
一
通
申
候
、

（
四
）

一
、
明
年
ド
ク
ト
ル
エ
キ
サ
ー
メ
ン
之
義
承
知
仕
候
、
其
内
チ
ー
ゲ
ル
江

も
相
話
可
申
候
、

一
、
兼
て
御
申
通
候
増
給
之
表
少
輔
汐
談
に
て
大
減
少
（
人
員
ヲ
）
之
上

更
一
一
可
差
出
と
之
事
｝
一
付
、
別
二
懇
誌
半
分
丈
ヶ
申
立
指
之
済
夫
々
当
人

江
申
渡
候
、
別
紙
に
て
御
承
知
可
被
下
候
、

一
、
年
末
賞
与
之
義
前
文
増
給
之
義
不
相
叶
向
江
も
ち
と
色
を
も
た
せ
寅

与
を
過
申
候
（
但
彼
の
内
当
金
に
て
取
斗
文
部
省
へ
は
不
申
出
分
）
、
寸
時

西
郷
方
成
昨
年
来
増
給
之
義
度
々
申
出
雁
唇
狛
粍
転
輝
“
嬢
御
）
候
得
共
、
夫

な
り
に
成
居
候
間
差
し
遣
様
と
存
候
へ
共
、
内
当
金
も
そ
ふ
い
つ
れ
も
蓄

榧
も
六
ヶ
敷
と
存
候
間
別
、
紙
之
通
両
人
江
も
少
を
と
も
造
申
候
、
是
は

独
断
甚
無
申
訳
候
へ
共
、
老
生
方
御
申
置
有
之
候
由
二
申
聞
避
申
候
、

一
、
半
井
英
輔
和
歌
山
県
へ
被
雇
参
候
志
願
之
由
、
尤
シ
ュ
ル
ッ
氏
も
同

九
月
六
日

池
田
先
生閣

下

111
'し、

Ⅱ罰
OL型､
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第
四
六
○
号
文
書
打
黒
忠
悠
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

一
、
昨
日
申
上
候
進
藤
次
郎
義
当
時
千
葉
県
辺
へ
旅
行
中
之
よ
し
一
一
付
同

人
帰
京
後
二
無
之
而
は
何
れ
｝
一
も
吉
田
之
一
件
は
難
取
定
候
、
且
又
当
部

（
一
）

給
我
生
清
水
郁
次
郎
義
も
成
績
良
之
処
二
て
も
進
藤
一
向
旅
行
中
之
由
一
一

御
座
候
、

人
を
嫌
ひ
此
事
は
大
悦
之
趣
、
右
代
は
医
学
士
杉
田
醒
志
願
二
付
、
近
々

上
申
可
致
と
存
居
候
、
右
貴
酬
芳
近
況
申
上
度
時
気
御
厭
奉
願
候
、
小
生

も
今
日
に
て
検
院
は
了
り
初
め
て
不
黙
証
に
て
帰
宅
仕
候
也
、

十
二
月
什
三
日
夜
忠
悠
拝

池
田
老
生
侍
史

二
白
、
勅
任
之
奥
様
来
年
給
拝
一
条
に
て
家
々
’
一
も
緋
の
は
か
ま
馬

車
等
之
俄
用
意
に
て
大
混
乱
之
由
、
俄
貴
人
は
皆
頻
ル
閉
口
之
様
二

被
存
候
、
甚
閉
口
叩
致
し
度
も
の
と
も
一
一
存
候
、

（
一
）
九
鬼
少
輔
…
九
鬼
隆
一
・
文
部
少
輔
。
美
術
行
政
家
と
し
て
著
箱
。
明
治
十

二
年
佐
野
常
民
を
会
頭
と
す
る
龍
治
会
に
参
加
。
古
社
寺
保
有
会
々
長
、
帝

室
博
物
館
総
長
な
ど
を
歴
任
し
男
爵
と
な
る
。

（
二
）
大
澤
…
大
澤
謙
二
、
東
京
大
学
医
学
部
教
授
（
生
理
学
）
、
の
ち
帝
国
大
学

医
科
大
学
長
。

（
三
）
進
藤
次
郎
…
新
藤
二
郎
、
明
治
十
二
年
医
学
部
本
科
卒
業
生
。

（
四
）
チ
ー
ゲ
ル
…
両
目
異
国
凋
巴
一
八
四
九
年
ス
イ
ス
生
れ
、
ゞ
ヘ
ル
リ
ン
大
学

で
医
学
を
学
び
の
ち
、
ハ
イ
デ
ル
。
ヘ
ル
ク
大
学
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
医
学

研
究
。
一
八
七
五
年
よ
り
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
》
コ
ル
ッ
教
授
の
助
手
を

務
め
る
。
明
治
十
年
来
日
、
東
京
医
学
校
で
生
理
学
を
教
え
る
。
明
治
十
六

年
一
月
帰
国
。

（
一
一
）
（
一
二
）

一
、
烏
潟
恒
吉
大
分
県
佐
々
木
文
蔚
島
根
県
江
来
ル
十
五
日
出
立
之
由
、

就
而
は
仮
信
書
卒
業
証
耆
仮
証
相
受
度
と
之
事
二
付
仮
証
書
相
認
御
姓
名

丼
御
職
印
に
て
相
渡
し
申
候
也
、

五
日
忠
懲
生

第
四
五
八
号
文
書
石
黒
忠
悠
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）

今
日
午
前
御
代
理
と
し
て
ド
ク
ト
ル
ヂ
ッ
セ
氏
と
面
会
候
処
、
横
浜
出
迎

之
義
に
同
氏
よ
り
謝
辞
申
出
候
間
、
不
日
綜
理
池
田
君
貴
宅
へ
被
参
学
科

之
義
に
可
被
相
談
候
間
、
凡
一
週
間
旅
疲
を
被
慰
可
然
旨
申
置
候
、

一
、
同
人
居
宅
は
已
に
充
分
出
来
居
候
一
一
付
、
家
具
整
次
第
引
移
候
由
申

居
候
、

（
一
一
）

一
、
同
氏
と
ギ
ル
ヶ
氏
と
之
関
係
一
一
付
唯
今
田
口
方
申
出
候
は
、
今
日
ギ

ル
ヶ
、
チ
ー
ゲ
ル
、
ヂ
ッ
セ
、
三
宅
解
剖
局
一
一
相
集
、
性
之
思
張
も
有
之
、

且
又
田
口
汐
ギ
ル
ヶ
江
態
々
忠
告
も
致
し
候
末
折
能
相
成
、
い
ま
た
確
定

は
不
致
候
へ
共
、
ギ
ル
ヶ
ヲ
於
て
講
義
之
一
部
を
相
談
居
置
も
分
与
候
様

相
成
可
申
趣
二
候
、
就
而
は
近
日
ヂ
ッ
セ
氏
江
御
面
会
之
前
一
回
田
口
江

御
逢
被
下
、
様
子
御
聞
取
之
上
ヂ
ッ
セ
と
御
逢
被
下
度
奉
願
上
候
、
当
先

登
都
合
よ
く
御
同
慶
仕
候
、
右
申
上
度
早
々
、

（
一
）
浦
水
郁
次
郎
…
郁
太
郎
、
明
治
十
二
年
医
学
部
本
科
卒
業
生
。
明
治
十
六
年

医
学
部
御
用
掛
（
産
科
婦
人
科
）
。
の
ち
東
京
大
学
教
授
、
理
学
邪
医
学
部

兼
務
。

（
二
）
烏
潟
恒
吉
・
・
・
明
治
十
二
年
医
学
部
本
科
卒
業
生
。

（
三
）
佐
々
木
文
蔚
・
・
明
治
十
二
年
医
学
部
本
科
卒
業
生
。

（161）633



第
四
二
○
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）
（
一
一
）
（
一
二
）

別
紙
布
達
之
義
教
師
一
列
江
は
相
発
達
不
相
成
候
処
、
ラ
ン
ゲ
氏
方
川
上

氏
江
之
気
付
き
一
一
は
本
科
教
師
一
同
江
一
応
御
垂
問
之
上
に
て
御
発
一
一
相

成
可
然
、
且
又
右
布
達
は
来
年
汐
実
施
之
義
に
て
本
年
は
実
施
不
相
成
事

二
可
有
之
候
と
之
事
一
一
付
、
一
応
御
意
見
相
伺
候
、

一
、
別
紙
之
通
内
務
省
方
申
越
、
然
ル
処
昨
日
桐
原
氏
方
シ
ュ
ル
ッ
氏
江

（
四
）

熟
議
之
上
眼
科
之
義
は
河
野
衝
と
相
約
し
有
之
、
労
衛
生
局
申
越
通
一
一
て

は
又
を
大
不
都
合
を
生
可
申
候
二
付
、
河
野
之
義
は
兎
も
角
も
当
方
へ
同

意
被
下
度
、
直
為
長
与
氏
へ
御
話
相
願
候
、

一
、
洋
行
生
証
人
添
状
子
今
不
相
揃
候
間
、
本
日
は
上
申
不
仕
候
、
右
已

上
不
尽
、

（
五
）十

月
廿
三
日
石
黒
忠
恵

池
田
先
生侍

史

（
二
一
）

（
一
）
ヂ
ッ
セ
…
ヨ
セ
フ
・
ヂ
ッ
セ
、
明
治
十
三
年
二
月
二
十
七
日
来
日
、
医
学
部

解
剖
学
教
授
と
な
る
。

（
二
）
ギ
ル
ヶ
…
ン
ス
・
ギ
ー
ル
ヶ
、
医
学
部
解
剖
学
教
授
、
明
治
十
三
年
五
月
三

（
一
二
）

二
月
廿
八
日

池
田
先
生閣

下

ギ
ル
ケ
…
ン
ス
・
ン

十
一
日
満
期
解
任
。

ヂ
ッ
セ
来
日
直
後
（

七
来
日
直
後
の
明
治
十
三
年
二
月
二
十
八
日
と
推
定
さ
れ
る
。

忠
恵

第
四
四
一
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

寒
威
甚
敷
候
処
御
多
祥
奉
恭
賀
候
、
今
朝
一
寸
参
堂
候
処
、
御
酒
辺
二
付

午
後
第
一
時
三
十
分
宮
内
省
江
被
出
候
と
是
亦
御
退
出
後
遺
憾
此
事
二
御

座
候
、
右
拝
芝
之
上
申
上
度
件
は
、

（
一
）

一
、
松
原
一
条
今
回
は
小
生
は
い
ま
た
実
条
を
不
持
来
候
得
共
、
生
徒
之

方
而
已
不
法
｝
一
は
無
之
教
授
上
随
分
不
満
足
之
条
件
な
り
候
〈
坐
や
一
一
も

御
座
候
間
、
其
御
含
に
て
被
為
在
度
候
、

一
、
石
原
助
安
義
至
極
勉
強
一
一
は
候
へ
共
、
閣
下
又
は
小
生
之
名
を
仮
用

第
四
五
四
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

昨
日
御
帰
京
之
由
伝
聞
御
安
福
奉
恭
賀
候
、
御
不
在
中
之
件
一
一
入
御
聞
度

候
一
一
付
直
ぐ
参
堂
可
仕
候
処
、
生
義
先
日
来
林
総
監
不
在
中
｝
一
て
双
方
故

少
を
用
も
差
嵩
居
候
間
至
急
入
御
聞
度
件
も
無
之
候
間
、
今
日
不
参
仕
候
、

明
日
鰍
明
後
日
参
堂
可
申
上
候
也
、

一
月
十
五
日
於
医
校
忠
直

池
田
先
生

へノー、へ

彌四＝
ー、巴ゴー

（
一
）

（
一
一
）

布
達
…
明
治
十
四
年
の
東
京
大
学
改
革
に
関
す
る
布
達
か
。

ラ
ン
ゲ
…
間
四
局
の
．
閃
且
○
こ
〕
、
一
八
五
○
年
プ
ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
、
明
治

七
年
来
日
、
束
京
医
学
校
で
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
お
よ
び
教
学
教
師
と
し

て
勤
務
。
明
治
十
四
年
十
一
月
三
十
日
満
期
前
に
解
任
さ
れ
帰
国
。
一
九
三

三
年
没
。

川
上
…
川
上
正
光
、
東
京
大
学
独
逸
語
学
助
教
授
。

河
野
術
。
：
明
治
十
二
年
東
大
医
学
部
卒
。

注
一
よ
り
明
治
十
三
年
と
推
定
さ
れ
る
。

(162） 634



第
四
一
一
八
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

又
を
寒
雨
困
却
仕
候
、
然
は
今
朝
議
官
鍋
島
幹
君
本
庁
へ
被
参
同
人
聟
医

（
一
）

学
士
石
黒
宇
宙
治
義
昨
年
来
学
校
之
助
手
熱
心
に
て
三
宅
氏
ト
も
内
願
之

上
宇
都
宮
病
院
長
福
島
新
蔵
出
京
時
機
相
得
居
、
幾
重
に
も
医
院
江
再
入

研
究
之
素
志
を
遂
度
至
願
二
有
之
候
、
就
而
は
今
般
洋
行
生
有
之
候
由
一
一

付
右
之
迩
江
補
入
相
成
度
と
懇
に
被
相
頼
、
尤
右
は
三
宅
氏
江
直
々
度
々

申
込
於
同
氏
も
池
田
君
被
致
承
諾
候
〈
些
可
取
斗
と
迄
｝
一
相
識
居
候
間
、

先
生
江
之
処
小
生
此
義
是
非
相
頼
呉
候
風
被
申
候
間
、
此
段
小
生
よ
り
も

相
頼
候
、
い
つ
れ
明
日
拝
芝
尚
可
相
願
候
得
共
先
以
て
此
如
相
願
置
候
也
、

三
月
二
日
石
黒
忠

尭
角
聞
権
勝
に
て
校
内
之
鳳
不
宜
折
合
も
不
相
付
や
二
承
及
候
、
是
は
小

生
が
先
頃
申
上
候
、
明
日
頃
厳
く
可
相
戒
候
へ
共
、
事
一
一
よ
り
候
〈
上
大

学
市
川
と
御
交
換
相
成
候
而
は
如
何
可
有
之
候
や
、
先
は
右
申
上
度
其
他

申
度
件
も
有
之
候
へ
共
、
萬
拝
芝
と
相
残
置
候
、
頓
首
、

一
月
十
八
日
忠
恵

午
後
三
時

池
田
先
生侍

史

（
ご
松
原
…
松
原
新
之
助
か
。
新
之
助
は
医
学
部
動
植
物
学
助
教
授
。

（
封
筒
表
）

池
田
様さ

し
上
置

東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地

石
黒
忠
底

第
四
三
五
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

昨
日
之
御
書
上
に
て
は
御
引
龍
と
相
考
参
堂
候
処
、
御
他
出
二
付
以
書
中

申
上
候
、
留
学
生
之
件
昨
日
三
宅
君
と
相
談
別
紙
之
通
思
整
丈
ヶ
相
記
し

差
上
候
、
尚
御
一
覧
之
上
高
見
御
記
入
、
明
日
加
藤
君
江
御
差
出
奉
願
候
、

実
は
本
日
御
高
見
御
記
入
相
願
明
日
小
生
出
勤
懸
ヶ
大
学
江
持
参
候
心
得

（
一
）

之
処
、
前
文
之
次
第
故
宜
敷
奉
願
上
候
、
○
、
ウ
イ
リ
ス
一
条
別
一
一
御
催

被
為
在
候
義
二
候
〈
上
無
拠
、
無
左
候
ハ
、
宮
内
一
一
て
先
申
上
候
人
名
へ

御
序
｝
二
言
御
間
合
宜
敷
奉
願
上
候
、
是
も
も
は
や
日
も
無
御
座
候
間
相

伺
候
義
二
御
座
候
、
相
逢
候
時
之
事
と
も
拝
芝
之
時
可
申
上
候
、
右
申
上

度
早
を
頬
首
、一

月
十
五
夜
忠
恵

御
立
会
へ

（
一
）
石
黒
宇
宙
治
…
明
治
十
二
年
医
学
部
本
科
卒
業
生
。

（
一
）
ゥ
イ
リ
ス
…
乏
旨
僅
冒
弓
三
扇
英
国
の
医
師
。
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
医

員
と
し
て
来
日
。
東
京
の
大
病
院
に
勤
務
。
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
に
際
し
て

排
除
さ
れ
、
西
郷
に
迎
え
ら
れ
鹿
児
島
に
移
り
医
学
校
を
主
宰
。
一
八
九
四

年
没
。

（
封
筒
表
）

池
田
先
生
親
展

池
田
先
生
侍
史

（
封
筒
裏
）

石
黒
忠
恵
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第
四
四
一
一
号
文
書
石
黒
忠
懲
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

拝
見
、
御
眼
疾
尚
被
為
在
候
義
御
案
奉
申
上
候
、
一
寸
為
御
見
郷
昇
堂
可

仕
処
、
一
昨
日
よ
り
青
梅
へ
罷
越
今
日
帰
京
、
頗
ル
相
労
れ
候
間
、
本
日

は
相
不
伺
御
加
養
奉
蒔
候
、
金
里
長
盛
義
一
一
付
云
々
相
承
右
は
た
と
へ
疾

病
と
に
て
も
憲
兵
隊
長
へ
申
出
其
上
に
て
軍
医
診
断
之
上
軍
よ
り
入
院
治

療
迄
差
加
候
上
一
一
て
無
之
候
而
は
免
役
は
六
ヶ
敷
候
間
、
莵
一
一
角
隊
長
へ

道
途
を
理
り
候
て
可
願
出
と
御
申
聞
被
下
度
候
、
尤
傷
項
当
人
申
立
通
無

相
違
二
於
て
は
無
論
除
役
｜
一
て
相
成
候
か
と
被
考
候
、

（
一
）

一
、
医
学
部
へ
御
執
務
一
一
付
候
て
の
御
内
示
実
に
於
生
も
疾
よ
り
御
推
し

申
上
居
候
義
｝
一
有
之
候
、
乍
去
唯
今
俄
然
御
止
め
二
相
成
候
ハ
ュ
、
種
左

に
差
支
も
多
く
可
相
生
一
一
付
為
道
二
は
今
他
少
之
処
御
助
力
ヲ
被
為
在
候

第
四
一
一
三
号
文
書
石
黒
忠
鰹
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

来
ル
十
一
日
午
後
第
五
時
於
加
藤
総
理
邸
御
会
議
一
一
付
参
会
可
致
旨
拝
参

仕
参
会
倍
席
可
仕
候
也
、

（
一
）

七
月
七
日
忠
恵

池
田
先
生
侍
史

（
一
）
大
学
改
菟
‐
で
加
藤
弘
之
が
東
京
大
学
総
理
に
就
任
し
た
直
後
の
明
治
十
四
年

と
推
定
さ
れ
る
。

（
封
筒
表
）

池
川
先
生侍

史

東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地石

蝋
忠
鰹

拝
復

様
小
生
沙
も
奉
願
候
義
一
｜
て
御
座
候
、
且
貴
下
先
生
方
一
一
御
退
き
二
相
成

候
へ
は
生
等
に
於
も
他
一
一
前
途
之
確
的
無
之
候
間
、
亦
退
軍
之
外
無
之
と

先
は
右
御
見
舞
芳
奉
申
上
度
、
い
つ
れ
拝
堂
綾
々
可
奉
申
上
候
、
謹
言
、

八
月
八
日
夕
石
黒
忠

池
田
謙
斎
先
生

閣
下

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町
東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地

池
田
謙
斎
様
石
黒
忠
恵

親
展

（
明
治
十
四
・
八
・
八
消
印
）

（
別
紙
添
付
書
簡
）

明
治
十
四
年
五
月
九
日
就
任
陸
軍
憲
兵
軍
曹
難
有
奉
職
罷
在
候
処
、

元
来
私
儀
ハ
過
ル
明
治
十
年
西
南
ノ
役
轄
視
局
警
部
補
ノ
職
ヲ
奉
シ

（
マ
マ
）

同
年
三
月
州
日
熊
本
以
下
婆
婆
ヶ
見
峠
進
軍
ノ
際
同
所
一
一
テ
服
脊
江

（
マ
一
も
）

銃
創
ヲ
受
ヶ
罷
在
、
夫
し
方
為
メ
カ
今
一
一
至
り
時
を
服
痛
ヲ
起
シ
動

作
歩
行
公
務
一
一
苦
労
ヲ
覚
へ
随
分
身
体
衰
弱
ヲ
米
シ
何
分
当
務
難
相

勤
御
座
候
間
、
此
際
奉
恐
入
候
得
共
特
別
之
御
詮
議
ヲ
以
テ
当
務
御

差
免
被
下
度
此
段
奉
願
上
候
也
、
追
而
負
傷
項
内
第
三
項
傷
一
一
御
座

候
、

明
治
十
四
年
六
月
陸
軍
憲
兵
軍
曹

勲
七
竿
金
里
長
盛

長
盛
儀
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第
四
五
一
号
文
書
石
黒
忠
忠
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
マ
マ
）

野
生
江
も
綜
理
が
尋
合
有
之
候
二
付
、
不
取
肯
三
輪
光
五
郎
御
申
込

置
候
間
左
様
御
承
知
被
成
下
度
候
、
三
宅
秀

追
て
三
輪
を
加
不
都
合
と
思
召
候
〈
上
別
紙
と
も
小
生
方
へ
一
応
御

返
却
奉
願
上
候
、

別
封
之
通
加
藤
君
よ
り
御
会
二
付
別
紙
之
通
返
耆
造
候
様
、
就
て
は
御
相

談
奉
申
上
候
、
御
差
支
な
き
御
見
込
二
て
別
御
順
覧
終
ｊ
加
藤
君
へ
御
遮

奉
願
候
也
、

（
一
）

八
月
廿
四
日
石
黒

池
田
先
生

三
宅
先
生

第
四
五
一
一
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
加
藤
弘
之
宛
〔
遠
藤
〕

薫
復
、
諮
詞
会
二
属
ス
ル
属
官
二
医
学
部
監
事
壱
名
御
差
加
之
義
一
一
付
御

間
合
拝
承
仕
候
、
右
は
仰
之
通
り
候
や
ふ
繁
勤
一
一
も
候
へ
共
、
壱
名
御
差

加
相
成
居
候
〈
上
至
極
好
都
合
｝
一
可
有
之
候
二
付
、
三
輪
光
五
郎
を
御
差

加
相
成
可
然
と
奉
存
候
、
右
は
池
田
三
宅
二
氏
と
も
相
談
之
処
同
意
二
御

座
候
、
此
段
貴
答
申
上
候
也
、

（
一
）
医
学
部
へ
の
御
執
務
・
・
・
明
治
十
四
年
の
大
学
改
革
で
謙
斎
は
東
京
大
学
総
理

心
得
と
な
り
医
学
部
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
一
）
諮
詞
会
の
医
学
部
監
事
と
し
て
三
輪
光
五
郎
を
答
申
す
る
内
談
で
あ
り
、
諮

調
会
創
設
の
明
治
十
四
年
八
月
と
推
定
さ
れ
る
。

第
四
四
六
号
文
書
石
黒
忠
患
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

頃
日
は
秀
男
様
御
出
被
下
候
処
不
在
一
一
て
御
残
多
奉
存
候
、
其
節
は
御
手

封
被
下
難
有
奉
拝
謝
候
、
さ
て
先
日
来
参
堂
之
上
寛
々
可
奉
申
上
と
存
居

候
へ
共
御
多
忙
中
《
一
も
可
被
在
と
却
て
差
扣
以
書
中
申
上
候
、
小
生
身
分

之
義
先
年
来
御
高
庇
に
て
大
学
之
史
員
一
一
相
連
り
一
身
上
之
名
誉
の
ミ
｝
一

無
之
文
部
卿
方
酬
報
金
迄
相
給
り
名
利
共
一
一
身
二
あ
ま
り
候
末
、
先
年
方

い
ま
た
何
た
る
寸
効
も
無
之
他
人
も
軍
医
部
之
銅
銭
石
黒
医
学
部
に
て
底

車
そ
真
鋪
と
申
位
に
て
技
価
も
未
た
相
尽
し
不
申
候
も
、
如
此
申
出
候
而

は
何
と
も
無
申
訳
候
へ
共
、
最
初
文
部
へ
兼
務
義
長
与
君
汐
内
話
之
節
｝
一

も
同
君
へ
申
述
候
通
医
学
部
は
到
底
三
宅
君
之
可
措
場
処
一
一
候
処
、
当
時

同
君
教
授
一
一
於
て
寸
暇
無
之
由
故
一
時
埋
学
所
謂
中
継
之
心
得
に
て
兼
務

（
一
）

御
受
い
た
し
候
、
亦
昨
年
来
大
学
之
改
革
良
変
已
来
右
等
之
処
も
小
生
最

初
之
愚
案
一
一
も
相
通
し
、
夫
は
と
も
あ
れ
軍
軍
誌
之
義
日
々
月
々
進
歩
方

今
之
処
に
て
総
体
之
進
歩
を
諭
し
候
〈
上
軍
医
こ
そ
進
歩
不
著
第
一
と
も

（
一
一
）

可
申
欺
、
明
治
廿
三
年
迄
二
は
査
て
今
一
歩
を
進
め
置
申
度
処
、
韮
才
浅

学
に
て
は
専
一
一
一
有
之
候
て
さ
へ
欠
処
多
き
さ
ま
二
て
多
端
に
て
は
何
れ

江
も
効
績
六
ヶ
敷
と
中
心
恐
棟
二
不
堪
、
因
て
今
般
は
文
部
省
御
用
掛
兼

（
ご
前
簡
に
つ
づ
く
内
容
で
あ
り
、
明
治
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る

（
一
）

八
月
廿
五
日

加
藤
総
理
殿閣

下

石
黒
忠
忠
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第
四
四
三
号
文
書
石
黒
忠
鰹
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

先
月
参
堂
御
妨
申
上
候
、
然
は
左
之
一
条
項
参
堂
可
伺
と
は
存
候
得
共
御

勤
は
断
然
相
辞
し
当
分
之
処
専
ら
軍
務
相
尽
度
と
致
定
仕
候
間
、
別
紙
辞

表
甚
恐
入
候
へ
共
閣
下
汐
前
文
之
趣
御
口
伝
被
下
総
理
閣
下
江
御
伝
達
奉

願
侯
、
尤
自
身
直
埼
可
差
出
と
も
存
候
へ
共
、
左
候
而
は
却
て
内
情
も
不

相
通
と
存
候
間
、
御
多
端
中
甚
恐
入
候
へ
共
御
手
を
煩
し
奉
り
候
、
尤
右

辞
表
通
御
聞
届
相
成
候
｝
一
て
医
学
部
之
義
他
処
一
一
相
認
候
訳
二
は
毛
頭
無

之
、
甚
鳴
呼
ヶ
ま
し
く
候
へ
共
医
学
部
吏
員
中
二
も
小
生
如
き
も
の
を
年

長
と
被
思
召
何
事
も
相
談
被
致
候
人
も
ま
上
有
之
候
間
、
右
等
之
為
二
は

誠
を
尽
し
乍
他
処
医
学
部
へ
相
尽
し
候
鰍
懲
憩
と
不
力
及
尽
力
仕
、
乍
蔭

奨
賛
候
素
志
一
一
御
座
候
、
前
文
之
処
御
明
察
被
下
、
素
志
乍
無
力
を
御
軍

二
尽
し
此
上
尚
同
部
之
整
頓
を
期
度
念
慮
を
為
相
遂
被
下
候
と
閣
下
一
一
相

願
候
汐
外
無
之
候
二
付
此
段
懇
願
仕
候
、
恐
恒
、

（
一
二
）一

月
二
十
四
日
夜
石
黒
忠
恩拝

啓

池
田
先
生
侍
史

（
一
）
大
学
之
改
革
・
：
明
治
十
四
年
六
月
の
東
京
大
学
の
改
革
、
東
京
大
学
総
理
を

置
き
法
・
理
・
文
・
医
四
学
部
及
び
予
備
門
を
統
轄
せ
し
め
、
四
学
部
と
予

備
門
に
各
長
を
置
き
、
教
授
、
助
教
授
等
の
諸
職
を
定
め
た
。
こ
の
改
革
に

と
も
な
い
、
謙
斎
は
こ
れ
ま
で
の
医
学
部
綜
理
か
ら
大
学
総
理
加
藤
弘
之
を

補
佐
す
る
総
理
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

（
二
）
明
治
二
十
三
年
、
・
・
国
会
開
設
を
さ
す
。

（
三
）
昨
年
来
大
学
之
改
革
と
あ
る
の
で
明
治
十
五
年
と
推
定
さ
れ
る
。

多
用
中
一
一
付
書
上
二
て
申
上
候
、

一
、
去
ル
ー
十
四
日
中
安
楼
に
て
外
島
已
下
郷
人
三
十
余
人
相
集
リ
本
年

四
月
大
集
会
可
致
候
事
｝
一
相
定
リ
、
付
テ
一
昨
年
之
発
起
人
〈
皆
同
ニ
て

と
申
事
一
一
付
閣
下
御
名
も
小
生
代
理
に
て
差
入
世
申
候
得
は
甚
超
才
之
至

一
一
候
得
共
、
当
年
は
切
腹
も
極
寡
少
之
見
込
二
付
ぜ
ひ
御
承
知
被
下
置
度
、

尤
他
｝
一
不
得
已
御
差
支
被
為
在
候
〈
上
一
寸
御
一
答
被
下
度
、
其
向
々
へ

申
置
御
尊
名
相
削
り
可
申
奉
存
候
、

一
、
小
生
文
部
省
御
用
懸
被
免
度
件
、
甚
御
手
数
に
恐
入
候
へ
共
速
一
一
御

運
ひ
候
様
奉
願
上
候
、
無
左
候
而
は
半
ハ
ラ
ハ
ラ
仕
居
ま
ん
ざ
ら
出
ぬ
訳

一
一
も
不
参
、
出
て
も
仕
事
な
き
と
申
様
に
て
甚
困
却
仕
候
間
宜
敷
御
沙
汰

奉
願
候
、
先
は
右
奉
願
度
尚
拝
芝
可
奉
願
候
也
、

（
一
）三

月
五
日
石
黒
忠
恵拝

啓

池
田
先
生
侍
臺

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町

池
田
一
等
侍
医
殿

親
展

（
封
筒
裳
）

石
黒
軍
医
監

（
一
）
書
簡
四
四
六
、
四
四
三
に
続
く
忠
晦
の
文
部
省
御
用
掛
辞
職
依
頼
に
関
す
る

内
容
で
、
明
治
十
五
年
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
四
一
一
一
一
号
文
書
石
黒
忠
底
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

益
御
多
祥
奉
賀
候
、
然
は
予
て
御
厚
配
被
下
小
生
進
退
一
条
段
々
談
合
之

（
破
）

末
昨
夜
一
一
於
て
弥
従
前
之
通
職
二
留
リ
候
事
一
一
相
成
申
候
間
不
取
敢
口
申

上
候
、
い
さ
い
は
一
両
日
之
内
一
一
参
堂
相
鳳
候
と
可
申
上
候
心
得
一
一
御
座

候
、
敬
具
、

（
一
）

六
月
三
日

忠
恩拝

啓

池
田
先
生

第
四
四
○
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）

昨
日
は
御
返
書
被
下
難
有
奉
存
候
、
右
は
余
人
｝
一
無
之
大
阪
之
神
内
由
己

（
一
一
）

’
一
有
之
候
、
此
人
は
小
生
久
敷
存
知
頗
ル
見
処
有
之
候
も
の
二
候
間
、
林

令
妹
を
媒
候
処
先
般
之
次
第
遺
児
女
一
人
有
之
候
、
今
般
林
不
幸
之
迩
始

末
相
付
ケ
候
次
第
又
々
帰
浪
公
事
甚
敷
可
相
成
、
後
妻
迎
取
候
上
に
て
携

帰
度
望
一
一
付
よ
き
処
一
一
鰍
令
妹
之
義
心
付
き
候
間
昨
日
之
義
申
上
候
義
に

て
候
、
乍
去
よ
く
相
考
候
へ
は
よ
し
や
出
来
候
時
も
総
理
直
一
一
遠
国
御
旅

行
之
義
且
小
児
一
人
有
之
窪
浄
癖
磁
韮
唾
割
趣
候
義
故
如
何
可
有
之
候
、
乍
去

大
坂
｝
一
は
さ
と
親
緒
方
氏
も
有
之
候
間
御
熟
縁
も
可
相
成
や
と
も
被
存
候
、

（
一
）
前
簡
に
続
き
文
部
省
御
用
掛
に
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
明
治
十
五
年
と
推
定

さ
れ
る
。

閣
下

度
為
御
苦
労
被
下
候
、
御
礼
労
一
両
日
中
拝
堂
可
仕
候
得
共
尚
万
御

添
意
奉
願
上
候
、

第
四
四
四
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

昨
夜
は
失
敬
申
上
候
、
然
は
来
ル
十
八
日
午
後
第
六
時
半
一
一
は
年
例
一
一
て

支
那
之
料
理
人
参
り
支
那
食
為
相
調
佐
藤
橋
本
緒
方
君
等
も
参
呉
候
積
二

付
申
候
也
、
同
日
無
御
差
支
候
〈
上
御
来
駕
其
奇
を
御
覧
被
下
度
候
、
但

し
奇
と
称
す
る
も
の
而
已
に
て
召
上
り
候
物
二
有
之
間
敷
候
間
其
御
覚
悟

に
て
尊
来
相
成
度
候
、
御
同
席
は
前
文
三
君
と
別
二
陸
軍
之
人
両
三
人
二

御
座
候
、
右
は
此
節
柄
御
多
用
之
頃
一
一
付
一
寸
前
以
て
相
伺
候
也
、

一
月
十
四
日

石
黒
生

右
之
御
含
に
て
宜
敷
候
ハ
ュ
御
写
真
被
過
度
、
万
一
右
二
て
は
六
ヶ
敷
と

之
御
見
込
二
候
〈
些
御
写
真
御
急
き
御
遣
二
は
及
不
申
此
段
又
申
上
候
也
、

（
一
二
）

九
月
廿
二
日

忠
恵

謙
斎
様

明
日
御
在
宅
之
否
一
寸
御
返
事
相
願
候
、

（
一
）
神
内
由
己
：
・
東
大
医
学
部
卒
業
生
。
眼
科
を
専
攻
し
て
俊
才
で
あ
っ
た
の
で

官
費
留
学
生
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
が
数
学
が
得
意
で
な
い
と
し
て
梅
錦
之

丞
に
譲
っ
た
と
い
う
。
『
懐
旧
九
十
年
』
に
所
出
。

（
二
）
林
：
・
林
紀
（
研
海
）
、
陸
軍
軍
医
総
監
。
明
治
十
五
年
六
月
、
有
栖
川
宮
熾
仁

親
王
の
ロ
シ
ア
皇
帝
戴
冠
式
参
列
の
随
員
と
な
り
渡
欧
し
た
が
、
八
月
三
十

“
日
。
ハ
リ
に
て
病
没
。
享
年
三
十
九
。

（
三
）
林
紀
死
亡
直
後
の
明
治
十
五
年
九
月
二
十
二
日
と
推
定
さ
れ
る
。

（
封
筒
表
）

池
田
謙
斎
先
生

親
披

東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地

石
黒
忠
悪
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第
四
三
三
号
文
書
石
黒
忠
瞳
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

根
津
一
条
い
さ
い
拝
承
仕
候
、
毎
為
御
手
数
奉
万
謝
候
、
○
、
令
妹
滞
絶

（
マ
マ
）

一
条
亦
具
一
一
拝
承
神
速
先
方
へ
申
遣
度
候
、
御
心
配
被
下
問
敷
候
、
○
、

西
京
行
之
山
い
さ
い
拝
承
御
病
中
一
一
付
必
御
注
意
可
被
成
候
、
小
生
速
二

左
伺
度
候
処
大
差
退
り
之
事
有
之
候
間
、
明
日
明
後
日
は
不
得
伺
候
也
、

六
月
十
四
日
夜
和
黒
忠

第
四
四
五
号
文
書
石
黒
忠
恩
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

益
々
御
多
祥
奉
賀
候
、
然
は
根
津
五
郎
右
衛
門
と
申
候
も
の
腹
萎
に
て
今

般
相
治
療
態
々
出
京
候
間
、
甚
乍
御
手
数
御
一
診
御
治
法
御
示
被
下
度
、

病
歴
は
当
人
所
持
罷
在
候
間
御
一
読
可
被
下
候
、
右
相
願
度
早
に
不
乙
、

六
月
五
日
ｉ
恩
，
＆
息

帝
″
一
刻
卜
ｒ
’
二
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
－
１
３
け

池
川
謙
斎
様侍

史

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町
束
泓
牛
込
揚
場
町
十
七
僻
地

池
田
謙
斎
様
石
黒
忠
鰹

〆
韮
雁
弘
」

、
・
卜
ｊ
子
ｎ
Ｍ
今
。
。
屯
／

都
下
駿
河
臺
北
甲
到
町

池
川
謙
斎
様親

展

池
田
先
生

侍
史

東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地

羽
黒
忠
嘔

（
一
六
・
一
・
一
四
消
印
）

第
四
一
一
七
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

先
日
は
尊
来
被
下
候
処
、
不
在
に
て
遺
憾
此
事
第
御
座
候
、
今
朝
一
寸
相

伺
候
処
、
大
隈
氏
へ
御
出
之
迩
に
て
亦
残
念
一
一
候
、
要
々
拝
話
仕
度
事
有

之
候
間
近
日
拝
堂
可
仕
候
、

（
一
）

一
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
氏
帰
国
二
付
贈
物
先
日
善
松
に
て
教
授
已
上
相
会
し
百
二
十

円
位
之
品
て
も
送
り
恥
嘩
際
候
事
二
相
成
テ
ー
ブ
ル
股
一
却
撫
料
紙
壱

硯
箱
郵
辮
州
定
め
巾
候
、
閣
下
二
は
別
二
御
懇
意
二
付
必
ス
別
二
御
送

り
と
は
存
候
へ
共
、
刀
々
一
御
加
入
之
方
御
便
利
一
一
候
〈
些
懸
方
も
し
く

〈
三
宅
へ
一
両
Ｈ
叩
｜
一
加
入
致
度
卜
御
申
送
り
相
成
候
ハ
ュ
可
然
候
、
近

日
褥
暑
御
目
愛
子
専
念
候
也
、

（
一
一
）

七
月
廿
六
日

石
黒
忠

池
田
先
生

（
一
）
．
、
ヘ
ル
ツ
氏
一
口
一
帰
国
：
．
ベ
ル
ッ
は
三
回
休
暇
を
取
っ
て
州
凶
し
て
い
る
。
一

回
目
は
明
治
十
七
年
、
二
回
目
は
明
治
二
十
五
年
、
三
回
目
は
明
治
三
十
三

年
で
あ
っ
た
。
木
簡
は
館
一
回
Ⅱ
の
帰
国
直
前
の
も
の
で
、
こ
の
と
き
ベ
ル

ッ
は
翌
十
八
年
十
二
月
州
任
し
て
い
る
。

（
封
筒
表
）

府
下
駿
河
臺
北
甲
賀
町

池
川
諏
斎
様

御
阪
披

（
日
附
印
）

一
六
・
六
・
一
四
、
牛
込

池
田
様

東
京
牛
込
揚
場
町
十
七
番
地

石
黒
忠
忠
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第
四
一
一
六
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

今
朝
一
寸
相
伺
候
処
、
已
に
御
出
馬
後
に
て
相
退
き
申
候
、
鯉
昨
日
総
理

殿
よ
り
参
学
可
致
ト
ノ
可
二
付
出
頭
候
処
、
ベ
ル
ッ
氏
一
旦
帰
国
再
渡
来

之
時
二
ケ
年
間
雇
継
之
義
井
上
外
務
卿
よ
り
文
部
卿
江
之
懇
談
、
且
又
独

乙
公
使
よ
り
之
懇
談
も
有
之
、
不
得
止
候
情
実
之
由
二
て
同
時
一
二
宅
君
も

罷
入
居
、
因
て
閣
下
御
在
席
↓
一
は
無
之
候
へ
共
、
然
ラ
・
ゞ
二
ヶ
年
を
増
し

都
合
三
ヶ
年
丈
ヶ
娃
雁
継
申
候
事
一
唖
妨
嘩
理
蛎
癖
巻
雌
総
理
殿
へ
申
立
隠

候
、
旧
時
一
一
所
謂
御
老
中
江
差
越
駆
込
訴
之
類
に
て
往
為
如
此
手
段
二
慨

れ
候
事
｝
一
不
相
成
候
と
苦
慮
仕
候
、
先
は
右
概
略
申
上
度
い
つ
れ
拝
芝
之

節
万
を
可
申
上
候
也
、

（
一
）

五
月
淵
一
日

布
黒
忠
哩

池
田
先
生侍

史

（
一
一
）

昨
日
長
井
一
一
も
面
会
仕
候
、
さ
て
同
人
身
上
如
何
御
取
極
め
も
可
相

成
や
、
給
金
は
実
務
之
多
少
一
一
よ
り
多
寡
可
有
之
候
得
共
、
名
義
は

教
授
ト
位
階
と
之
処
適
当
候
処
に
御
据
置
相
成
度
被
存
候
、

第
一
一
一
七
○
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛

別
紙
之
通
申
参
候
条
甚
御
手
数
之
段
恐
入
候
得
共
、

（
二
）
前
注
か
ら
明
治
十
七
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
一
）
？
ヘ
ル
ツ
の
館
一
回
州
国
中
の
明
治
十
八
年
と
推
定
さ
れ
る
ｃ

（
二
）
長
井
…
長
井
長
義
。
明
治
十
八
年
十
月
、
來
求
大
学
医
学
部
教
授
。

〔
遠
藤
〕

第
四
四
七
号
文
書
石
黒
忠
鰹
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

至
急
御
相
談
申
上
度
儀
出
来
候
処
、
本
日
は
宮
内
省
御
宿
直
と
申
事
故
朋

朝
出
勤
之
時
「
八
時
〃
九
時
迄
之
間
」
宮
内
省
御
局
へ
小
生
出
頭
可
仕
候

一
一
付
、
該
時
刻
御
待
被
下
度
此
段
申
上
置
候
也
、

一
月
十
七
日
忠
恵

御
一
新
已
後
ノ
可
ナ
リ
又
〈
変
之

何
年
何
月
何
日
被
仰
付

同同同何
年
何
月
普
国
留
学
被
仰
付

同
何
学
修
行

同
内
科
免
証
ヲ
得
ル

同
ト
ク
ト
ル
免
証
ヲ
得
ル

同
帰
朝

右
之
通
御
認
方
可
相
成
〈
紅
を
此
年
月
日
附
与
封
筒
上
書
は
松
本
宛
に
て

御
認
適
し
可
被
下
候
、
此
義
参
上
可
申
述
処
、
本
日
は
午
後
一
時
迄
一
シ

橋
御
門
内
病
院
厩
一
一
出
頭
罷
在
手
放
兼
候
間
以
吾
中
申
上
候
也
、

五
月
十
六
日
忠
息
拝
啓

謙
斎
先
生

東
京
府
士
族

池
田
玄
仲
確
子

池
田
謙
斎

又
〈
変
之

(169）641



第
四
一
一
三
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

遂
テ
会
費
〈
昨
年
通
り
尚
万
一
御
不
参
之
節
〈
廿
五
日
迄
二
幹
事
迄

御
通
知
被
下
候
事
、

例
一
一
依
り
来
ル
廿
九
日
於
墨
堤
八
百
松
楼
軍
医
部
親
睦
会
相
催
候
一
一
付
、

同
日
午
後
第
三
時
迄
二
御
来
会
被
下
度
、
此
殿
御
通
知
申
上
候
也
、

第
四
四
九
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

勅
験
害
義
本
部
長
よ
り
可
被
相
渡
候
二
付
来
ル
ー
月
一
日
午
前
第
十
時
当

部
江
御
出
頭
可
有
之
候
、
此
段
申
入
候
也
、

一
月
廿
六
日

（
端
裏
書
き
）

池
田
軍
医
監
殿
石
黒
軍
医
監

也
、

池
田
君
本
日
御
局
へ
当
直
当
り
候
由
一
一
付
別
紙
差
上
候
、
御
届
可
被
下
候
、

尤
当
日
御
当
直
｝
一
無
之
候
〈
入
直
を
使
之
者
へ
御
渡
被
遣
被
下
度
相
願
候

御
中

（
封
筒
表
）

池
田
一
等
侍
医
殿

急
要
用
親
前

一
月
十
七
日

侍
医
局

池
田
先
生

石
黒
軍
医
監

石
黒
軍
医
監

第
四
五
三
号
文
書
石
黒
忠
恵
池
田
謙
斎
〔
遠
藤
〕

益
御
多
祥
奉
恭
賀
候
、
陳
は
陸
軍
卿
付
少
佐
田
島
よ
り
同
人
父
病
事
｛
一
付

是
非
先
生
御
一
診
相
願
度
候
間
、
別
言
江
致
添
書
呉
候
様
懇
二
頓
越
候
間

致
添
書
差
出
候
、
何
分
共
恐
入
候
へ
共
御
退
出
懸
一
一
て
も
御
一
診
被
下
度

第
四
五
○
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

積
日
相
溜
居
候
事
件
も
有
之
候
間
、
明
十
四
日
一
一
は
於
本
部
集
会
致
し
候

間
、
午
後
第
三
時
に
御
出
頭
被
下
置
度
相
願
侯
也
、

六
月
十
三
日

石
黒
忠
恵

池
田
老
先
生
侍
史

（
こ
八
杉
利
雄
…
津
和
野
藩
の
朝
倉
忠
左
衛
門
の
子
。
同
藩
医
八
杉
利
義
に
養
子
。

叫
治
二
年
、
二
十
三
歳
で
大
学
東
校
に
入
学
。
明
治
七
年
陸
軍
二
等
軍
医
正

に
任
官
。
西
南
戦
争
に
従
軍
。
明
治
十
六
年
に
一
等
軍
医
正
と
な
り
熊
本
鎮

台
病
院
長
と
し
て
赴
任
す
る
が
同
年
十
一
月
三
十
日
病
没
。
年
三
十
七
。
訳

著
に
『
嵯
麻
窒
斯
新
論
』
『
医
事
表
』
が
あ
る
。

追
て
要
を
相
伺
度
事
有
之
候
間
必
御
出
奉
願
候
、

池
田
謙
斎
様

四
月
廿
二
日

幹
事

本
間
倹
児

大
野
恒
徳

（
一
）

八
杉
利
雄

石
黒
忠
恵
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第
四
三
一
一
号
文
書
石
黒
忠
直
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

明
日
指
冤
二
候
得
共
平
日
御
出
頭
と
申
訳
も
無
之
候
間
、
強
て
御
出
頭
二

も
及
申
間
敷
、
但
し
御
不
参
之
時
は
宮
内
省
当
直
と
申
事
書
面
に
て
御
申

越
相
成
候
、
勲
記
は
御
造
し
被
下
度
候
、
是
は
改
済
之
上
従
当
方
返
上
可

仕
候
也
、十

一
月
川
日

石
黒

池
田
様

第
四
五
五
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
一
）

益
御
多
祥
奉
賀
候
、
コ
レ
ラ
に
て
寸
暇
無
之
為
二
乍
恐
御
疎
遠
申
上
無
申

訳
候
、
福
原
少
将
被
参
左
之
件
及
御
頼
依
被
呉
候
様
被
申
候
間
相
伺
候
、

（
破
損
）
（
破
損
）

浜
町
二
罷
在
先
日
中
汐
御
加
療
相
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
｜
福
原
芳
山
ｎ
ｕ
と
申
者
病
気
は

到
底
死
二
至
り
可
申
や
否
弥
、
死
二
至
り
可
申
御
見
込
二
候
〈
Ｌ
、
色
々

偏
奉
願
候
也
、

十
月
十
日

池
田
先
生侍

史

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町

池
田
軍
医
監
殿被

差
置

（
封
筒
製
）

石
黒
軍
医
監

石
黒
忠
恵
拝

第
四
一
一
四
号
文
書
石
黒
忠
息
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

昨
夕
は
寄
庁
御
出
席
御
苦
労
奉
存
候
、
乍
去
御
出
席
相
成
候
為
会
二
は
多

分
之
重
さ
を
加
申
候
、
○
昨
朝
御
噺
之
一
条
御
説
諭
二
も
弥
不
貫
徹
と
相

見
へ
本
日
出
省
之
処
、
彼
氏
よ
り
局
長
宛
之
封
書
到
来
致
居
、
尤
親
展
と

（
一
）

も
何
と
も
認
無
之
故
或
ハ
課
僚
に
て
例
二
よ
り
披
封
之
処
＄
土
肥
一
等
軍

医
旅
行
書
添
之
永
を
た
る
敷
趣
二
有
之
候
間
、
直
々
局
長
出
頭
之
上
披
見

其
儘
印
封
、
尚
当
局
長
手
元
へ
留
置
候
様
二
候
、
尤
次
官
ま
て
は
一
応
内

聞
二
入
置
候
得
共
、
大
臣
へ
も
秘
し
置
候
而
当
人
後
日
之
為
可
宜
と
存
候

由
二
有
之
候
、
就
而
は
気
を
抜
き
候
為
二
は
温
泉
浴
に
も
成
候
て
可
然
と

奉
存
候
得
共
、
右
温
泉
を
勧
め
候
手
も
無
之
困
却
候
、
乍
去
万
友
一
右
辞

表
御
差
出
之
後
に
も
診
察
所
等
へ
被
参
候
義
は
局
長
二
於
て
も
所
謂
大
目

（
破
損
）
（
破
損
）

予
定
候
事
不
日
ｎ
Ｕ
其
段
為
御
聞
被
下
度
候
、
口
事
二
付
テ
ハ
弥
死
す
へ

き
御
見
込
二
候
〈
上
は
が
き
に
て
御
一
答
奉
願
上
候
、
当
分
死
す
へ
き
御

見
込
二
無
之
候
〈
Ｌ
御
返
事
二
及
不
申
候
、
右
相
伺
候
也
、

（
一
一
）

七
月
廿
八
日

石
黒
生

池
田
先
醒侍

史

（
一
）
コ
レ
ラ
・
・
明
治
十
九
年
、
米
軍
艦
が
コ
レ
ラ
患
者
を
載
せ
て
神
戸
に
入
り
、

兵
庫
の
検
疫
官
が
こ
の
処
置
に
応
じ
な
い
た
め
、
忠
惠
が
兵
庫
へ
出
港
し
、

検
疫
を
受
け
さ
せ
た
こ
と
を
さ
す
。
ま
た
こ
の
年
東
京
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、

市
民
九
千
八
百
人
が
死
亡
し
た
。

（
二
）
前
注
よ
り
明
治
十
九
年
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
四
二
五
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

（
別
紙
添
付
諜
簡
）

拝
啓
、
陳
〈
北
海
道
御
巡
廻
先
ヨ
リ
御
恵
与
之
尊
害
辱
拝
見
仕
候
処
、

拙
者
之
不
才
ヲ
御
見
捨
無
之
御
懇
切
之
段
雌
有
少
時
モ
忘
却
不
仕
御

高
恩
筆
紙
二
難
尽
候
、
本
年
〈
来
月
ヨ
リ
前
代
未
聞
之
国
会
開
カ
レ

等
二
而
諸
竹
会
計
上
之
御
都
合
モ
有
之
州
卜
奉
胤
察
候
、
就
而
〈
宵

二
被
見
候
秋
二
付
候
、
但
し
辞
表
被
差
出
候
上
は
小
生
立
チ
場
に
て
も
是

非
頓
二
就
き
一
応
諄
談
不
申
候
而
は
不
相
成
処
、
昨
日
之
通
り
傍
杖
之
尖

端
小
生
二
向
ひ
居
候
而
は
小
生
参
り
候
得
共
、
油
を
増
候
て
火
を
点
し
候

二
当
り
候
、
小
生
は
冤
罪
を
呑
当
分
雲
之
晴
れ
月
の
出
明
ら
か
に
御
了
解

之
日
も
可
有
之
候
間
、
夫
ま
で
は
差
扣
居
可
申
と
被
存
候
、
先
は
右
申
上

度
近
日
昇
堂
緩
述
可
申
上
候
也
、

（
一
一
）

九
月
十
三
日

石
黒
忠

池
田
先
生侍

史

（
｜
）
土
肥
一
等
叩
医
。
：
土
肥
淳
朴
。
禰
井
出
身
。

（
二
）
謙
斎
が
侍
医
局
長
、
忠
悠
が
陸
軍
医
務
局
汰
炎
と
あ
る
の
で
、
明
治
十
九
年

か
ら
二
十
一
年
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

（
封
筒
表
）

駿
河
臺
北
甲
賀
町

池
田
侍
医
局
長
宮
殿

御
直
披

（
封
筒
裏
）

石
黒
医
務
局
次
長

内
省
江
奉
職
致
度
〈
素
願
一
一
御
座
候
得
は
或
〈
相
叶
不
申
哉
ト
心
配

致
居
候
、
尤
モ
本
年
中
二
御
採
用
相
願
度
ト
申
ス
意
二
無
之
先
便
ニ

モ
申
上
候
通
り
来
年
四
月
迄
ハ
是
非
当
地
二
奉
職
致
拙
者
心
力
之
及

フ
限
リ
ハ
勉
励
不
致
ヲ
得
サ
ル
義
二
御
座
候
二
付
、
来
年
四
月
後
御

採
用
被
下
運
二
は
成
候
〈
上
無
此
上
難
有
次
第
二
御
座
候
、
四
月
後

ト
テ
モ
一
二
ヶ
月
〈
上
京
ノ
上
側
ヲ
内
科
ヲ
先
輩
ノ
御
教
示
ヲ
受
ケ

研
究
致
シ
Ｌ
待
居
心
得
二
御
座
候
得
は
、
来
年
一
ケ
年
モ
待
タ
ザ
ル

事
情
有
之
様
御
思
召
被
遊
下
候
、
何
卒
御
面
倒
ナ
ガ
ラ
御
報
示
被
下

度
候
、
拙
者
ノ
素
意
〈
先
便
ニ
モ
申
上
候
通
り
内
科
ヲ
専
ラ
研
究
致

日
本
一
一
テ
先
輩
即
チ
欧
州
帰
リ
ノ
内
科
専
門
ノ
先
生
方
又
〈
日
本
二

居
ル
人
ニ
テ
モ
内
科
二
実
験
得
意
ノ
術
見
人
〈
拙
者
厭
ク
マ
テ
学
上

尽
シ
而
シ
テ
後
チ
徐
々
期
二
乗
シ
事
情
独
逸
行
ク
セ
サ
ル
ヲ
得
ダ
ル

義
二
相
成
候
ハ
ュ
断
然
進
テ
彼
国
二
赴
キ
胃
病
又
〈
肺
病
ノ
如
ク
人

ノ
最
モ
多
ク
罹
リ
医
ノ
最
モ
難
治
ト
ス
ル
症
丈
ヶ
他
二
心
ヲ
用
ヒ
ズ

専
ラ
研
究
致
し
帰
朝
ノ
上
厭
ク
一
、
デ
研
究
致
し
目
ラ
倍
ス
ル
所
出
来

硴
乎
ダ
ル
見
込
定
説
相
立
候
上
〈
独
乙
人
ニ
テ
モ
英
人
ニ
テ
モ
少
シ

モ
頓
着
ナ
ク
斯
此
ノ
精
二
斯
逆
ノ
為
メ
従
来
ノ
管
見
ヲ
破
り
胃
捕
又

〈
肺
病
療
治
二
有
効
ノ
法
ヲ
加
へ
度
所
存
二
御
座
候
、
不
得
已
時
欧

行
し
不
得
已
迄
研
究
し
得
て
所
〈
宮
内
省
二
奉
職
シ
ッ
ュ
ス
ル
ョ
リ

外
二
目
的
相
立
不
申
候
、
尤
モ
地
方
高
等
中
学
医
学
部
又
〈
医
科
大

学
二
入
り
内
科
ヲ
専
ラ
研
究
七
、
〈
宜
様
二
見
へ
候
得
共
、
拙
者
〈
之

ヲ
望
一
、
ズ
、
何
ト
ナ
レ
、
〈
拙
者
漸
ク
三
四
千
円
ヨ
リ
多
ク
ノ
資
金
無

之
身
医
科
大
学
二
奉
職
ス
ル
モ
大
学
二
修
身
奉
職
ス
ル
誌
ニ
ア
ラ
サ

レ
。
〈
倣
行
ヲ
命
セ
ラ
ル
ュ
コ
ト
無
覚
束
地
カ
ニ
出
シ
カ
之
ヲ
朝
夕
攻
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メ
之
ヲ
朝
夕
暦
ク
ノ
内
科
先
達
ノ
土
一
一
乏
シ
ヶ
。
ハ
ナ
リ
、
右
之
次
第

一
一
御
座
候
問
池
田
先
生
一
一
御
相
談
被
下
到
底
北
村
〈
宮
内
省
一
天
今

後
幾
年
待
ツ
モ
採
用
不
相
成
申
事
御
決
定
二
相
成
候
〈
些
他
二
素
意

ヲ
達
〆
ル
道
ヲ
考
ヘ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
義
二
御
座
候
間
、
至
急
御
報
知

被
下
度
候
、
幸
二
拙
者
ノ
加
キ
モ
ノ
ニ
テ
モ
御
見
捨
無
之
四
月
以
降

二
三
月
モ
待
一
ズ
ハ
何
ト
カ
エ
夫
付
ク
ト
御
決
定
二
相
成
候
ハ
上
其
用

意
可
仕
候
、
若
し
一
ヶ
年
間
モ
待
サ
ル
ヲ
得
ダ
ル
義
一
一
御
座
候
節
〈

寧
日
上
京
不
致
他
ノ
府
懸
又
〈
郡
立
病
院
一
一
位
世
ヲ
求
メ
一
般
一
一
八

百
屋
的
一
一
内
外
科
患
者
取
扱
上
居
り
、
側
ラ
後
来
専
門
二
研
究
致
度

存
ス
ル
内
科
ノ
内
胄
肺
ノ
ー
科
ヲ
目
ラ
和
ト
ナ
リ
弟
子
ト
ナ
リ
書
籍

雑
誌
等
ヲ
友
卜
ナ
シ
勉
強
致
し
度
心
得
二
御
座
候
間
、
免
二
角
御
報

知
被
下
度
偏
二
奉
懇
願
候
、
医
科
大
学
長
三
宅
秀
衛
生
局
長
長
与
專

斎
海
軍
々
医
総
監
高
木
謙
寛
等
ノ
先
生
方
二
〈
拙
者
右
様
ノ
赤
心
ヲ

吐
露
致
一
身
上
ノ
事
願
所
存
ハ
後
来
無
之
、
亦
願
テ
モ
辿
モ
御
憐
察

被
下
御
引
立
無
之
事
ハ
拙
者
大
二
知
ル
所
有
之
候
間
、
仮
全
何
程
究

シ
ッ
モ
依
頼
致
心
得
ハ
無
之
候
、
サ
ス
レ
、
〈
拙
者
世
二
出
ル
ー
只
赤

心
ヲ
吐
露
し
御
依
頼
致
度
〈
先
生
閣
下
ト
大
澤
池
田
ノ
両
先
生
ア
ル

ノ
ミ
、
大
澤
先
生
モ
閣
下
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
池
田
先
生
モ
未
ダ
其
縁
至

テ
薄
し
、
然
ラ
ハ
閣
下
ヲ
措
テ
他
一
一
依
頼
致
先
生
ハ
無
之
候
間
、
何

卒
ノ
心
情
御
洞
察
被
下
厭
ク
↓
、
テ
御
教
示
御
引
立
被
下
様
奉
願
上
候
、

元
来
依
頼
ス
ル
ト
カ
ス
字
〈
拙
者
嫌
ヒ
ノ
ニ
字
二
御
座
候
得
は
微
力

一
一
シ
テ
知
己
ナ
ク
志
ア
リ
テ
術
拙
ク
実
二
致
方
無
之
義
二
御
座
候
、

拙
者
先
生
｝
一
依
頼
致
候
以
上
ハ
決
し
テ
閣
下
ノ
高
恩
〈
修
身
依
頼
七

シ
鞭
ノ
成
否
二
関
七
ズ
忘
却
致
サ
＆
ル
心
得
二
御
座
候
間
、
何
卒
其

仰
思
召
二
而
御
助
ケ
被
成
下
庇
候
、
若
し
不
幸
ニ
シ
テ
北
村
徐
雲

〈
百
姓
ノ
子
故
宮
内
省
二
不
適
当
ナ
リ
彼
ハ
専
心
勉
励
シ
テ
モ
辿
モ

胄
肺
ノ
病
疾
ノ
『
、
、
ヲ
研
究
し
其
奥
二
達
ス
ル
コ
ト
無
覚
束
彼
〈
顔
色

黒
ク
宮
内
省
的
ノ
男
児
二
非
ラ
ス
云
狗
等
ノ
外
面
奇
視
的
ノ
件
ニ
テ

落
第
然
事
二
候
ハ
上
致
方
無
之
天
命
ナ
リ
ト
明
ク
シ
テ
皇
統
連
綿
ダ

ル
世
界
無
比
ノ
天
皇
陛
下
江
符
シ
奉
ル
忠
ハ
拙
者
断
然
転
ジ
テ
長
谷

川
泰
先
生
的
二
私
立
医
学
校
病
院
ヲ
後
来
設
立
ス
ル
コ
ト
ニ
決
し
矢

張
り
素
志
ノ
通
り
内
科
ヲ
来
年
四
月
以
降
地
方
病
院
一
一
テ
自
修
し
盗

本
ヲ
益
シ
実
験
ヲ
砿
ミ
ー
ニ
ヶ
年
ノ
後
上
京
致
し
内
科
専
修
ノ
先
推

一
一
就
キ
專
ラ
胃
ト
肺
ノ
実
験
高
説
ヲ
聰
キ
之
ヲ
試
シ
尚
不
足
ラ
サ
ル

ト
キ
〈
自
ヲ
得
ダ
ル
資
金
ヲ
以
テ
瓢
然
独
逸
国
一
一
行
キ
之
ヲ
叩
キ
之

ヲ
改
メ
帰
朝
ノ
上
胄
肺
専
門
内
科
医
ノ
名
ヲ
収
テ
自
ラ
患
者
ヲ
診
シ

之
ヲ
療
シ
他
ノ
究
シ
タ
ル
医
学
士
ヲ
聰
シ
各
専
門
ヲ
分
権
セ
シ
メ
上

〈
陛
下
一
一
対
シ
奉
り
下
二
般
人
民
二
対
シ
医
学
士
タ
ル
ノ
本
分
ヲ

全
フ
致
度
決
定
致
居
候
間
果
シ
テ
宮
内
省
〈
到
底
之
ヲ
望
ム
モ
門
閉

ア
リ
之
ヲ
期
ス
ル
モ
会
汁
一
一
限
ア
リ
之
ヲ
依
頼
ス
ル
モ
無
益
ナ
リ
ト

遠
ク
御
決
定
二
相
成
候
ハ
ュ
断
然
拙
者
ヲ
シ
テ
長
谷
川
先
生
的
ノ
人

物
｝
一
被
成
下
度
候
、
若
シ
幸
一
一
落
第
ス
ル
恐
少
ク
御
採
用
被
下
御
見

込
来
年
二
限
ラ
ズ
有
之
候
ハ
塁
何
卒
被
推
挙
被
下
徐
雲
ヲ
シ
’
一
ノ
直
接

一
一
陛
下
一
一
対
シ
奉
り
忠
勤
為
致
被
下
様
奉
願
上
候
、
以
上
申
上
候
処

ハ
拙
文
ニ
テ
思
上
居
候
所
ヲ
其
侭
申
上
候
事
故
御
諒
読
被
下
何
分
ノ

御
教
示
有
之
度
此
段
奉
願
上
候
、
草
々
頓
首
、

十
月
六
日

北
村
徐
雲

(173)645



先
日
一
寸
夕
頃
二
参
上
候
処
、
御
不
在
二
付
名
刺
差
上
げ
申
候
節
緒
方
君

身
上
二
付
書
面
差
上
置
申
候
、
手
二
尽
せ
る
丈
ヲ
尽
し
候
義
に
御
了
知
相

石
黒
先
生閣

下

二
伸
、
当
地
病
院
モ
不
相
変
繁
昌
致
居
候
得
は
種
々
ノ
事
情
有
之
、

人
民
中
対
州
人
卜
他
国
人
ノ
折
合
悪
ク
、
拙
者
等
ヲ
膳
し
呉
レ
候
人

〈
宜
ク
他
国
即
チ
対
州
人
二
無
之
方
ノ
ミ
’
一
御
座
候
、
御
存
知
之
通

り
当
港
〈
対
州
人
専
ラ
開
墾
シ
タ
ル
姿
ニ
テ
常
一
一
病
院
江
来
テ
治
ヲ

乞
フ
ニ
関
セ
ズ
、
他
ノ
事
情
ヨ
リ
彼
是
面
倒
ナ
ル
コ
ト
多
ク
有
之
候
、

且
当
地
ノ
気
候
一
一
妻
子
共
通
セ
サ
ル
’
一
ャ
病
ノ
ミ
致
居
、
現
一
一
昨
年

ハ
当
地
ニ
テ
実
父
ヲ
失
上
今
年
益
友
権
教
少
助
ヲ
失
上
労
当
地
〈
四

月
満
期
ヲ
幸
一
一
辞
ス
ル
決
心
二
御
座
候
間
、
宮
内
省
不
思
敷
様
御
思

召
被
遊
候
〈
上
地
方
府
県
病
院
長
力
郡
立
病
院
長
力
晃
一
一
角
患
者
多

ク
月
給
多
ク
拙
者
一
一
勤
マ
リ
フ
ー
ナ
ル
所
有
之
候
節
ハ
御
推
挙
被
下

度
候
、
決
シ
テ
御
迷
惑
相
懸
申
間
敷
候
、
拙
者
ノ
出
来
得
ル
事
〈
他

二
無
之
只
熱
心
二
勉
励
致
し
正
直
一
一
勤
メ
心
中
患
者
ヲ
愛
ス
ル
事
ヲ

忘
レ
サ
ル
斗
リ
’
一
御
座
候
間
此
辺
モ
敢
而
申
上
置
候
、
御
多
忙
中
再

三
御
面
倒
ナ
ル
義
申
出
恐
入
候
得
共
閣
下
ノ
外
二
右
申
上
候
人
ハ
乍

残
念
医
門
一
一
其
人
無
之
候
間
御
憐
察
被
下
度
候
、

（
封
筒
表
）宮

内
省
陸
軍
省

池
田
待
医
局
長
殿
石
黒
軍
医
惣
監

御
直
披

第
四
一
一
四
号
文
書
石
黒
忠
雇
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

益
多
祥
奉
賀
候
、
さ
て
今
日
〈
珍
敷
ち
ま
き
御
送
被
下
何
色
成
候
品
拝
受
、

無
類
の
味
覚
な
お
き
な
粉
御
添
江
難
有
御
礼
申
上
候
也
、

三
七
六
月
四
日

忠
恵

（
表
書
き
）

市
内
神
田
区
す
る
が
臺
北
甲
賀
町

願
候
、
○
、
朝
鮮
二
居
候
医
学
士
北
村
徐
雲
よ
り
宮
内
省
志
願
度
食
申
来

り
、
小
生
一
一
貴
家
へ
罷
下
願
呉
候
様
一
一
と
迄
申
来
候
、
御
多
用
中
一
一
付
別

紙
差
上
候
、
御
閑
に
見
読
置
被
下
度
候
、
御
返
事
〈
い
つ
か
拝
芝
之
時
一
一

（
一
）

仕
度
候
、
○
、
第
一
回
日
本
医
学
会
を
志
印
刷
も
七
分
通
り
出
来
申
候
、

出
来
次
第
一
会
相
頼
御
相
談
可
願
候
、
○
、
東
京
医
会
よ
り
三
宅
会
長
二

あ
き
を
来
し
候
由
申
評
風
二
か
し
弥
此
説
慥
一
一
候
〈
上
三
宅
は
立
派
一
一
会

前
一
一
辞
し
通
は
御
隣
家
二
で
も
為
負
可
然
か
、
内
を
御
含
迄
申
上
度
候
、

○
、
三
宅
氏
貴
族
院
二
不
入
当
人
勿
論
他
一
一
も
恩
〈
く
を
生
困
入
申
候
、

（
一
一
）

十
月
十
三
日

石
黒
生

池
田
先
生

（
こ
第
一
回
日
本
医
学
会
々
志
．
：
明
治
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
第
一
回
日
本
医
学
会
々
報
。

（
二
）
注
一
よ
り
明
治
二
十
三
年
と
推
定
さ
れ
る
。

池
田
男
爵
殿
史

（
印
）

東
京
市
牛
込
区
揚
場
町
十
七
番
地

石
黒

(174） 646



第
一
二
六
九
号
文
書
石
黒
忠
恵
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
遠
藤
〕

拝
呈
陳
者
コ
ッ
ホ
博
士
歓
迎
会
委
員
相
談
会
来
ル
五
月
六
日
（
水
曜
）
午

後
七
時
ヨ
リ
日
本
橋
区
坂
本
町
東
京
医
会
本
部
集
会
所
｝
一
於
テ
相
開
候
間

御
来
会
相
成
度
此
段
得
貴
意
候
、
敬
具
、

追
テ
準
備
委
員
会
一
一
於
テ
立
テ
タ
ル

手
許
迄
差
出
置
候
、

池
田
謙
斎
殿

明
治
四
十
一
年
五
月
一
日

コ
ッ
ホ
博
士
歓
迎
会
準
備
委
員
会

コ
ッ
ホ
博
士
歓
迎
会
按
一
部
御

石
黒
忠
息

（175）647


